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I  	 事務局からの報告  
 

10 月 24 日（土）午後 3 時から水源連第 16 回総会を成瀬ダム予定地に近い小安峡温泉の「太郎兵
衛旅館」で開催、翌 25日(日)は成瀬川源流を経由して成瀬ダム予定地、皆瀬頭首工を視察の後、横手
駅近くの農協会館で全国集会を開催しました。多くの皆様に参加いただきありがとうございました。	 	  
一連の報告は別項をご覧ください。ここでは、総会・全国集会後の状況を報告いたします。 

 

１.	三日月大造国土交通政務官との面談 
総会では国土交通大臣に対して 2つの「提言」、「河川行政

の徹底見直しを実現するための提言」と「補助ダムの駆け込

み建設への緊急対応の提言」（別項参照）を提出することに

なりました。本来であれば全国集会の翌日、10月 26日に前
原国土交通大臣に面会して手渡すことを考えていたのです

が、あいにく臨時国会初日と重なってしまったために大臣を

初めとした政務三役全員の都合がつかず、実現しませんでし

た。10月 26日には三日月政務官の野崎秘書にお会いして政務三役との面談が実現するようにお願いし
ました。 
そのあと、11月 4日 10時から三日月政務官との面談が実現しました。当方からは、市野・奥州・佐

藤・嶋津・遠藤が出席しました。 
紹介議員として労をとっていただいた松野信夫参議院議員（公共事業チェック議員の会幹事長、民主

党）から要請の趣旨説明があり、遠藤が 2つの「提言」について説明をしました。また、奥州氏が「成
瀬ダムの中止」を求めて、市野氏が「設楽ダムの中止」を求めて要請と説明を行いました。 
「提言」の個々の内容についての論議をする時間はありませんでしたが、三日月政務官からは「趣旨

には賛同します」という発言をいただきました。 
 
終了後、緊急記者会見を国交省記者クラブで行いました。多くの記者さんが参加されました。 
北海道新聞の 11月 5日の記事を紹介します。 

国土交通大臣が 143ダムの見直しを進めるには、水源連からの二つの提言が活かされなければなりま
せん。水源連提案が活かされるよう、国土交通省政務三役に強く働きかけると同時に、各地の現場から

も「水源連提案を活用せよ」との声を上げていただきたいと思います。とりわけ見直しが進まないうち

北海道新聞１１．５朝刊 
ダム見直し	 専門家チーム設置を 
市民団体、国交相に提言 
ダム事業の中止を求める６０の市民団体でつくる「水源開発問題全国連絡会」（東京）は 4 日、ダム事

業の是非を検討する専門家チーム「タスクフォース」設置と、サンルダム（上川管内下川町）など道内

3ダムを含む４６事業の中止を求める提言書を前原誠司国土交通大臣宛に提出した。	

提言では、専門家チームが客観的な中止勧告基準を策定、該当する事業の一律中止を国交相に勧告する

ことが必要とした。	

また、基準に該当しない事業については、専門家チームが地域ごとに部会を設置し、住民参加の下で事

業を精査する仕組を提案した。	

さらに、同連絡会が「治水、利水面から必要が無いと判断したダム」として、サンルダムや平取ダム（日

高管内平取町）、当別ダム（石狩管内当別町）など４６事業のリストも同時に提出した。	

前原氏はすでに、全国 143 ダム見直しに向けた有識者会議設置の方針を示している。	

同連絡会によると、提言書を受取った三日月国交政務官は「ダム中心の治水対策は根本から改める」

と賛意を示したという。	
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に事業が進行してしまう恐れのあるところは「水源連提案を活用して早急の見直しをせよ」という世論

形成をお願いいたします。 
 

２.	水源連からの 2 つの提案について衆議院国土交通委員長川内博史衆議院議員に要請 
10月 26日、水源連からの 2つの「提言」を三日月政務官の野崎秘書に手渡すと共に、衆議院の国土交
通委員長である川内博史衆議院議員を尋ね、この件について国会においても取り上げられるよう要請を

行いました。この件の趣旨についてご理解をいただくことができました。 
2009 年 10 月 26 日	

衆議院国土交通委員長	 川内	 博史	 様	

水源開発問題全国連絡会		共同代表			嶋津		暉之	

共同代表	 遠藤	 保男	

																			河川行政の徹底見直しを実現するための提言	

	 ダム事業を所与とする河川行政を徹底的に見直し、合理的かつ民主的な河川行政に転換しようとする川内

衆議院国土交通委員長の取組みに、深く敬意を表します。	

	 水源開発問題全国連絡会は、不合理なダム事業の徹底見直しを求め活動する、全国の市民団体の集まり

です。1993 年の発足以来、「公共事業チェック議員の会」等の超党派国会議員とも協力し、河川行政の問題

点を明らかにしてきました。	

	 その結果、得られた知見に基づき、河川行政を見直すに当たり必要と思われる事項について提言を取り

まとめ、別紙のとおり、「河川行政の徹底見直しを実現するための提言」および「補助ダムの駆け込み建設へ

の緊急対応の提言」を前原国土交通大臣に提出しました。	

つきましては、衆議院国土交通委員会の審議において別紙の事項を参考にいただくよう要望いたします。	

また、その審議において積極的に専門家や市民、利害関係者を参考人として招致したり、現地を視察した

り、地方公聴会を開催したり、地方整備局ごとの委員会を現地開催する等、河川行政のあり方について国

会で誠実かつ丁寧な議論が行われるように要望いたします。                     	 	 	 	 	 	   以上 
 

３.	石木ダム問題で辻元清美国土交通副大臣に要請 
10月 26日、長崎県が石木ダムに土地収用法適用を急いでいることへの緊急対応として、石木ダム建

設絶対反対同盟の皆さんが辻元清美国土交通副大臣への要請を行いました。水源連からは環瀬戸内海環

境会議の松本さん、九州ネットワークの原さん、事務局の佐藤と遠藤が同席しました。 
石木ダム建設絶対反対同盟の皆さんは前原国土交通大臣に宛てた「石木ダム建設計画の中止を求める

陳情書」、事業の概要・これまでの経過を説明するダム関連記事・石木ダム問題に関する京都大学名誉

教授今本博健氏の解析・大阪府立大学名誉教授荻野芳彦氏の解析・水源連事務局の解析・佐世保市民の

解析を綴じこんだ「ダム関連資料」を辻元副大臣に提出しました。 
要請に対して辻元副大臣はその趣旨は理解するとしながらも、補助ダムは基本的には都道府県の意向

が優先なのでどのように対応できるのかを考える、と話していました。 
たしかに補助ダムは事業者が都道府県なのでそれを国土交通省が力ずくで中止することは問題です

が、とんでもない事業を補助ダムとして補助金をつけることにも大きな問題があります。 
長崎県から土地収用法の事業認定申請が出された場合は九州地方整備局がこれを審査して決定する

ことになります。政権がかわり、ダム事業に関する方針が変更されて 143ダムの見直しを国交省が決め
ていることから、事業認定処分申請が出された場合の審査は見直し後の内容を踏まえなければなりませ

ん。国土交通大臣に対して、見直しが完了するまで事業認定申請の受理・審査を凍結することを求めて

いく予定です。 
佐世保市は「厳しい水事情」を解決するには「石木ダムが必要」としています。今、石木ダム事業関

連を含めた経費増で 3割もの水道料金値上げが必要とされており、佐世保市民にとって経済的にも石木
ダムは看過できない問題になっています。 
漏水率 13％が示すように、佐世保市水道は漏水防止への取り組みがきわめて遅れています。 
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「厳しい水事情」への抜本的対策としての漏水防止、これには漏水実態の解明、大規模な修理が必要

です。多くの費用と労働力を必要とすることから、地域の労働力を活用することができます。石木ダム

建設と比べると、抜本的漏水防止対策を行うことの方が地域経済にとって大きなプラスになります。造

る公共事業から修理の公共事業への転換を図る絶好の機会です。 
 

４.	路木ダム問題で衆議院国土交通委員長川内博史氏（民主党）に説明 
現在、「中止をさせないように既成事実を重ねなければ」と各地のダム現場では駆け込み的に事業を

進めています。熊本県が計画している路木ダムもその一例です。 
路木ダムは天草諸島下島の路木川に治水・治水目的で熊本県が計画しているダムですが、治水面では

昭和 57 年 7 月の集中豪雨被害が川浦町路木集落に発生したことを根拠にしていますが、実際には路木
集落は被災していないので。路木ダムの費用対便益は 1を大きく割るのが実態です。利水面でも通常は
飲用に用いていない水（井戸フィルターを洗浄した水）を見せて「こんなに悪い水を飲まされているの

で水道が必要」と説明した経緯があります。路木ダム計画はこのように、治水・利水両面でその必要性

を捏造したダム計画です。熊本県はこのようにダムの必要性を捏造して事業を進め、10月１日、ダム本
体工事の入札手続きを開始しました（実際にはその後の不手際で入札はやり直しとなった）。このよう

な駆け込みを許さないために補助金支出の凍結が必要であることを国会で取り上げてもらうため、「路

木ダムを考える河浦住民の会」の松本基督さんが 11 月 6 日、衆議院国土交通委員長である川内博史衆
議院議員（民主党）に要請を行いました。水源連からは嶋津・遠藤が同席しました。 

 

５.	八ッ場ダム問題に関する１都５県知事声明の問題 
東京都、埼玉県、千葉県、茨城県、栃木県、群馬県の１都５県の知事は１０月１９日、「八ッ場ダム

建設事業に関する１都５県知事共同声明」を発表しました。その内容は、「八ッ場ダムは利根川の治水・

利水上必要不可欠な施設であるので、八ッ場ダム建設事業中止の撤回」を国に求めたものです。 
しかし、この声明で示された八ッ場ダムが必要だとする治水・利水上の論拠はいずれも事実を誤認し

たものばかりです。今回の声明で逆に、八ッ場ダム建設事業を継続することの科学的な根拠が如何に希

薄であるかが明らかになりました。 
これらの事実を内外に明らかにすることを目的に、「八ッ場ダムあしたの会」「八ッ場ダムをストップ

させる会」は急遽、「『八ッ場ダム建設事業に関する１都５県知事共同声明』の事実認識の誤り」（別紙

参照）を作成し、記者会見を開いて公表しました。併せて、１都５県の知事に提出しました。 
 

６.	東京都に「八ッ場ダム見直しと生活再建」を求める請願運動の開始 
前原国土交通大臣が着任直後に「八ッ場ダム中止」を明言するや否や、八ッ場ダムの推進役であった

1都 5県の知事たちはこぞって「八ッ場ダム中止反対」を合唱しています。その理由たるやまったくお
粗末なもので聞いてるほうが恥ずかしくなるほどです。そのような石原東京都知事に対して、東京都議

会から「八ッ場ダム見直し」「ダム予定地住民の生活再建」を求めていくため、「八ッ場ダムをストップ

させる東京の会」は都議会への請願を行うことになりました。都議会の自民党・公明党以外のすべての

会派には紹介議員になっていただくことの了承を得ていることから、都議会で採択されるものと私たち

は期待をこめています。この署名用紙を同封しますので、第 2次集約期限の 1月 10日までに下記宛て
にお送りいただくようお願いいたします。この署名は住居が東京都外の方にもお願いします。住所は都

道府県名から記してください。同上とか、”々”という表記ではなく、省略することなく記入されるよう
お願いします。 

                   署名簿の送付先：〒187-0001	 東京都小平市大沼町１-106-19	 深澤洋子 
※	 訂正：先日団体会員宛にお送りした「総会資料２」の中「中止を求めるダム事業一覧表１」に間違いがありまし

たので訂正をお願いします。	 	 	 誤：「鹿野川ダム改良事業」→正：「鹿野川ダム改造事業」 
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2009 年 10 月 26 日	

	

国土交通大臣	 	 前原	 誠司	 様	

	

水源開発問題全国連絡会	

共同代表	 嶋津	 暉之	

共同代表	 遠藤	 保男	

	

	

河川行政の徹底見直しを実現するための提言	

	

	

	 ダム事業を所与とする河川行政を徹底的に見直し、合理的かつ民主的な河川行政に転換しようとす

る前原国土交通大臣の取組みに、深く敬意を表します。	

流域住民の暮らしを第一とし、流域の生態系の保全や漁業への影響を重視する河川行政は私たちの

願いです。この願いに向けてスタートが切られたことに大きな期待を寄せています。	

	 水源開発問題全国連絡会は、不合理なダム事業の徹底見直しを求め活動する、全国の市民団体の集

まりです。1994 年の発足以来、「公共事業チェック議員の会」等の超党派国会議員とも協力し、河川

行政の問題点を明らかにしてきました。	

	 その結果、得られた知見に基づき、河川行政を見直すに当たり必要と思われる事項について、以下

のとおり提言を取りまとめました。	

	 つきましては、国務のご参考としていただくよう要望いたします。	

	

① 転流工事もしくは本体工事に着工している事業は、見直しが終わるまで工事を直ちに凍結するこ
と。	

	

② 国土交通大臣の下に専門家からなる「河川行政見直しタスクフォース」を設け、事業の是非や検
討のルール等、河川行政見直しの全般について調査審議させ、大臣に勧告させること。	

	

③ 「タスクフォース」では、客観的基準に基づく「中止勧告基準」を策定し、それに該当する事業・
補助事業については、一律の中止を大臣に勧告すること。	

	

④ 「中止勧告基準」に該当しない直轄事業については、「タスクフォース」の下に事業ごとの「部会」
を事業地域に設け、情報公開・住民参加により、あらゆる角度から事業を徹底的に精査した上で、

中止・縮小・続行の勧告をすること。	

	

⑤ 「中止勧告基準」に該当しない補助事業については、「タスクフォース」で見直しルールを策定し、
それに基づく事業精査を事業者に課すこと。この事業精査を受け入れない補助事業については、

国の予算において計上及び執行をしないこと。	

	

⑥ 「中止勧告基準」の策定、「部会」及び補助事業の見直しに際しては、「聖域なき情報公開」「住民
参加の徹底」「見直し中の工事凍結」の三原則を基本とし、住民や事業見直しを求める専門家、市

民団体等が、事業者の主張をタスクフォース外部からも徹底的に検証できるようにすること。	

	

⑦ 「タスクフォース」及び「部会」には、社会資本整備審議会や事業評価監視委員会等の委員とし
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て従来の河川行政に協力してきた専門家を入れないこと。	

	

⑧ 河川整備基本方針について、基本的に将来の課題とするものの、球磨川水系河川整備基本方針の
ように、事実上、ダム事業以外の代替手段を阻む方針については早急に見直すこと。	

	

⑨ 各事業のあり方について、「タスクフォース」の勧告に基づき国土交通大臣が決定次第、速やかに
河川整備計画及び水資源開発基本計画（フルプラン）等、関係する行政計画に反映させること。	

	

⑩ 水需給計画について、「タスクフォース」の監視の下で、水需要予測や保有水源評価の方法、渇水
年の保有水源減少率の適正算出法等、水需給計画策定のガイドラインを策定すること。	

	

⑪ 都道府県に対し、上記ガイドラインに基づく水需給計画の見直しを求めるとともに、国土交通省
はその状況について「タスクフォース」に報告すること。	

	

⑫ 水利権のあり方について、国土交通大臣のリーダーシップで関係する府省の副大臣・大臣政務官
らを含めた会議を設け、「タスクフォース」等の専門家の助言に基づき、見直しに着手すること。	

	

⑬ 事業の費用便益計算について、「タスクフォース」の監視の下で、実際に起こりうる氾濫を再現で
きるよう治水経済調査マニュアルを抜本的に改正し、環境への負荷をマイナスの便益として計算

するなど、計算方法を適正かつ合理的なものに改め、各事業の再計算を行うこと。	

	

⑭ ダムに拠らない治水対策を確立するため、「タスクフォース」等の専門家の助言に基づき、正しい
流下能力の計算方法や耐越水堤防の技術、その他の治水対策技術の検討を進めること。	

	

以上	

	

連絡先	

	 遠藤保男	 	

〒２２３－００６４	 神奈川県横浜市港北区下田町６－２－２８	

電話	 ＆	 ＦＡＸ	 ０４５－５６１－８１８６	

携帯電話	 	 	 	 	 ０９０８６８２８６１０	

メールアドレス	 	 yakkun@mvd.biglobe.ne.jp	
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2009 年 10 月 26 日	

	

国土交通大臣	 	 前原	 誠司	 様	

	

水源開発問題全国連絡会	

共同代表	 嶋津	 暉之	

共同代表	 遠藤	 保男	

	

	

補助ダムの駆け込み建設への緊急対応の提言	

	

必要性が失われた新規ダム事業の全面見直しの明言に厚く感謝いたします。	

別紙「河川行政の徹底見直しを実現するための提言」のうち、補助ダムについては、

一部の事業県が、駆け込みでダム建設に向けた既成事実作りに躍起となっています。是

非とも、緊急な対応をお願いいたします。	

	 	

補助ダムに関する最新情報 

	

① 石木ダム（長崎県）	

	 長崎県はダム予定地に住む１３世帯の所有地を強制収用すべく、土地収用法に基づ

く事業認定申請に先立つ事前説明会を１０月２３日に行いました。県は近々、九州地

方整備局に対して事業認定申請を行うとしています。	

	

② 内海ダム再開発（香川県）	
	 １０月２１日、新内海ダムの本体建設工事の入札で、飛島・田村・安井特定建設工事

共同企業体（ＪＶ）が落札し、本体工事の直前まで進みました。地権者は土地収用の事

業認定取り消し訴訟を提起していますが、現行法では係争中であっても工事を止めるこ

とができません。	

	

③ 辰巳ダム（石川県）	
辰巳ダム予定地の未買収地（地権者約６５０人）について、土地収用法が適用され、

事業認定取り消し訴訟が提起され、係争中です。更に、係争中にもかかわらず、石川県

収用委員会は県の強制収用を認める裁決を出し、１０月２１日までに関係者に送付しま

した。来年４月までに県はすべての用地取得が完了することになっており、それに対し

て地権者は裁決の取り消しを求める行政訴訟を提起する予定です。 
 

6



 
 

④	 路木ダム（熊本県）	

熊本県は来年１月に路木ダムの本体工事の入札を行うこととしています。１０月上旬に

行われた入札で、落札者の確定前に参加業者名と入札金額がインターネット上に公開され

るミスがあり、やり直しとなった日程ですが、県が今年度中に本体工事まで進めようとし

ている状況です。地元住民が蒲島郁夫県知事に対して路木ダムへの支出差し止めを求め

る住民訴訟を提起し、１０月２１日に初公判が行われています。	

	

緊急対応の提言 

	

１	 土地収用法による強制収用のための事業認定申請がされる石木ダムについては

事業認定の審査をストップすると同時に平成２１年度以降の補助金を凍結してくださ

い。	

別紙「河川行政の徹底見直しを実現するための提言」の②、④の審査を進め、同ダム

の不要性が明らかになった段階で認定申請を却下してください。	

	

２	 土地収用法による強制収用に向けた手続が進み、事業認定取り消し訴訟で係争中

の内海ダム再開発、辰巳ダムについては平成２１年度以降の補助金を凍結し、住民によ

る司法への訴えの利益を確保してください。その間、補助金支出官庁として、別紙「河

川行政の徹底見直しを実現するための提言」の②、④でこれらのダム事業の見直しを進

めてください。	

	

３	 住民訴訟中の路木ダムについては、平成２１年度以降の補助金支出を凍結し、地

方自治法に基づいた住民の司法への訴えの利益を確保してください。その間、補助金支

出官庁として、別紙「河川行政の徹底見直しを実現するための提言」の②、④で同ダム事

業の見直しを進めてください。 
	

以上	

	

	

連絡先	 	 水源開発問題全国連絡会	 遠藤保男	 	

	 	 	 	 	 〒223-0064	 神奈川県横浜市港北区下田町６−２−２８	

	 	 	 	 	 	 電話＆FAX		045-561-8186	

	 	 	 	 	 	携帯電話	 	 090-8682-8610	

	 	 	 	 	 メールアドレス	 yakkun@mvd.biglobe.ne.jp	
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中 止 を 求 め る ダ ム 等 事 業 一 覧 表 (1)2009/10/26水源開発問題全国連絡会

直轄ダム 水資源機構ダム

(個 別説明添付)

番号 ダム名 所在地 起業者 主な関係運動団体など

サンルダム 北海道 北海道開発局 北海道自然保護協会

平取ダム 北海道 北海道開発局 平取ダム反対連絡協議会

成瀬ダム 秋田県 東北地方整備局 成瀬の水とダムを考える会

胆沢ダム 岩手県 東北地方整備局 奥州光吉

八ッ場ダム 群馬県 関東地方整備局 八ッ場あしたの会

6 霞ヶ浦導水事業 茨城県 関東地方整備局
霞ヶ浦導水事業を考える県民会議

特定非営利活動法人 アサザ基金

南摩ダム 栃木県 水資源機構 思川開発事業を考える流域の会

湯西川ダム 栃木県 関東地方整備局 ムダなダムをストップさせる栃木の会

11 設楽ダム 愛知県 中部地方整備局 設楽ダム建設中止を求める会

12
木曽川水系連絡導水
路

岐阜県、愛知
県

水資源機構
長良川に徳山ダムの水は要らない市民学習会実行委委
員会

13 丹生ダム 滋賀県 水資源機構 関西のダムと水道を考える会

14 天ケ瀬ダム再開発 京都府 近畿地方整備局 宇治・防災を考える市民の会

15 大戸川ダム 滋賀県 近畿地方整備局 (社 )大 阪自然環境保全協会

16 川上ダム 二重県 水資源機構 伊賀の水と緑を考える会

17 吉野川第十堰 徳島県 四国地方整備局 NPO法人 吉野川みんなの会

18 山鳥坂ダム 愛媛県 四国地方整備局 大洲市の住民投票を実現する会

19 鹿野川ダム改造事業 愛媛県 四国地方整備局 肱川・水と緑の会

20 川辺川ダム 熊本県 九州地方整備局
子守り歌の里・五本を育む清流川辺川を守る県民の会
清流球磨川・川辺川を未来に手渡す郡市民の会

(個 別説明なし)

番号 ダム名 所在地 起業者 主な関係運動団体など

鳥海ダム 秋田県 東北地方整備局

利賀ダム 富山県 北陸地方整備局

足羽川ダム 福井県 近畿地方整備局

城原川ダム 佐賀県 九州地方整備局

遊水池の掘削事業  (個別説明添付 )

番号 事業名 所在地 起業者 主な関係運動団体など

1
渡良瀬遊水地掘削事
業

群馬・栃木・茨
城・埼玉県

関東地方整備局 渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会

2
稲戸井調節池掘削事
業

茨城県 関東地方整備局 利根川の水と自然を守る取手連絡会
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中止を求めるダム等事業一覧表 (2) 2009/10/26水源開発問題全国連絡会

補助ダム (道府県営ダム)

(個別説明添付)

番 号 ダム名 所在地 起業者 主な関係運動団体など

当別ダム 北海道 北海道 当別ダム周辺の環境を考える市民連絡会

最上小国川ダム 山形県 山形県 最上小国川の真の治水を考える会

奥胎内ダム 新潟県 新潟県 奥胎内ダムを考える会

4 大田川ダム 静岡県 静岡県 大田川ダム研究会

浅川ダム 長野県 長野県 信州ラブソディ

平瀬ダム 山口県 山口県 美しい錦川を未来へ手渡す会

内海ダム再開発 香川県 香川県 寒霞渓の自然を守る連合会 環瀬戸内会議

石木ダム 長崎県 長崎県 石木ダム建設絶対反対同盟

路木ダム 熊本県 熊本県 路木ダムを考える河浦住民の会

10 安威川ダム 大阪府 大阪府 安威川ダム反対市民の会

(個 別説明なし)

番号 ダム名 所在地 起業者 主な関係運動団体など

倉渕ダム 群馬県 群馬県

増田川ダム 群馬県 群馬県

角間ダム 長野県 長野県

4 蓼科ダム 長野県 長野県

辰巳ダム 石川県 石川県 辰巳の会

6 槙尾川ダム 大阪府 大阪府

7 武庫川ダム 兵庫県 兵庫県

8 五木ダム 熊本県 熊本県

砂防ダム  (個別説明添付 )

番 号 ダム名 所在地 起業者 主な関係運動団体など

1 霞沢砂防ダム
長野県

国交省 松本
砂防事務所

水と緑の会 渓流保護ネットワーク・砂防ダムを考
える

2
島だ谷川第6号砂防ダ
ム
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1

1

河川行政の徹底見直しを
実現するための提言

（概要）

水源開発問題全国連絡会

2009年10月

2

見直しスキームのイメージ ①

国土交通大臣

政務三役会議

河川行政見直しタスクフォース
事務局

事務局長は、委員兼務で
国交省外部からの任用

○○ダム部会 ××ダム部会

3

見直しスキームのイメージ ②

国土交通大臣

政務三役会議

河川行政見直しタスクフォース

部会

事業のあり方を決定

事業のあり方を検討・勧告

中止勧告基準を策定

見直しルールを策定

部会委員を大臣に推薦

TF・部会委員を任命

見直しルールに基づき、
事業のあり方を検討・報告 4

中止勧告基準のスキーム

直轄ダム：
中止勧告

補助ダム：補
助中止勧告中止勧告基準に該当

直轄ダム：
部会で精査

補助ダム：見直
しルールによる
見直しを課す

中止勧告基準に該当せず

事業のあり方の決定まで工事凍結

計
画
・
建
設
中
の
全
ダ
ム
等
事
業

5

見直しスキームの流れ 直轄ダム
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よ
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告
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定
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映

基準該当事業

タスクフォース

中止勧告基準の
策定

見直しルールの
策定

タスクフォース

中止勧告基準の
策定

見直しルールの
策定

中
止
勧
告
基
準
に
よ

る
振
り
分
け

タスクフォース

中止勧告基準の
策定

見直しルールの
策定

中
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準
に
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け

タスクフォース

中止勧告基準の
策定

見直しルールの
策定

工事凍結
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画
・建
設
中
の
ダ
ム
等
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第 16回総会・全国集会	 概要報告	  
1.  前原誠司国土交通大臣への提言 

総会で論議し採択した前原誠司国土交通大臣への「河川行政の徹底見直しを実現するための提言」、

緊急に提出を決めた同大臣への「補助ダムの駆け込み建設への緊急対応の提言」を掲載します。国

土交通省政務三役と面談の上、これらの提言に「中止を求めるダム一覧表」とその説明を記した冊

子と共に、10 月 29 日に郵送にて提出しました。この件について、政務三役に面談を求めていると
ころです。（11 月 4 日、国土交通大臣政務官三日月大造氏との面談が実現し、提言を手渡すことが
できました） 

2.  総会報告 

09 年 10 月 24 日、成瀬ダム建設予定地に近い秋田県の小安峡温泉で第 16 回水源連総会を開催しま
した。北は北海道、南は九州から 40 名近い皆さん、現地秋田県内から 20 名近い皆さん、マスコミ
関係者を含めると総勢およそ 70名が参加され、熱い熱気に包まれた総会になりました。 
ジャーナリストの岡田幹治さんから「新政権のダム政策－これまでとこれから」と題した基調報告

をいただきました。 
次いで、事務局からの報告の後、各

地の状況が報告されました。 
	 北海道自然保護協会の佐々木さん

がサンルダム・平取ダム・当別ダム

の問題、八ッ場ダムをストップさせ

る市民連絡会の神原さんと STOP 八
ッ場ダム市民ネットの鈴木さんが八

ッ場ダムの問題、 設楽ダムの建設中
止を求める会の市野さんが設楽ダム

問題、徳山ダムの建設中止を求める

会の三浦さんが徳山ダム反対運動と

のかかわり、環瀬戸内海会議の松本さんが土地収用法が適用されている新内海ダム問題、大洲市の

住民投票を実現する会の有友さんが山鳥坂ダムの問題、緑・川・人フォーラムの橋本さんが完成し

てしまった苫田ダムによるさまざまな影響、九州住民ネットワークの原さんが土地収用法適用を目

前に控えている石木ダムの問題、 球磨川川漁師の会の吉村さんが 23 時間のドライブの疲れを吹き
飛ばすように川辺川ダム問題の現状、渓流ネットワークの田口さんが砂防ダム問題、全水道書記局

の湊さんが水道下水道労働組合としての政策課題、新潟水辺の会の大熊さんが新潟全般の状況を報

告されました。 
 
続いて、今回の総会の課題にすえた、政権交代を背景に「ムダなダム徹底見直し」実現へむけた

「前原大臣への提案」について議論を行いました。 
提言が必要な具体的問題の説明、提言の案文提案の後、参加者全員で検討を加えました。提言には

私たちが求める川のイメージを端的に示す必要がある、環境負荷をマイナスの便益として織り込む

べき、など、すばらしい多くの意見が出されました。ダム建設の既成事実作りに「駆け込み」が多

いことが報告され、その対応を提言として提出することも決めました。（それらを夜の部で取りま

とめ、翌朝、修正案と補足提案を採択しました。） 
	 これらの論議を受けた形で、水源連の会員でもある大河原雅子参議院議員から、大きな流れを政

策につなげるには賛同議員を増やすことが何よりも大切なので、地元の代議士に積極的に働きかけ

ることを強く勧める挨拶をいただきました。 
	 その後、水源連の今年度の活動方針、現行と代わらぬ役員体制が提案され、全体の拍手で承認し

ました。 
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	 長旅と熱く盛り上がった総会論議に疲れた身体を温泉で癒し、懇親会へと移りました。地元の奥

州さんから歓迎の挨拶をもらいました。地元の盆踊りの実演も用意され、この地方の文化の片鱗を

覗かせていただきました。 
全国集会で報告をしていただくことになっている保坂展人社民党副幹事長が到着、挨拶を受けまし

た。 
 

3.  現地視察 
	 25 日 8 時半からひんやりとした風を受け、
マイクロバス等に分乗して成瀬ダム予定地の視

察を行いました。道中の景色は見事な紅葉と

所々に残る緑の針葉樹、それに澄み渡った青い

空が織り成す 高のものでした。 
皆瀬川源流から成瀬川源流部を経て、ダムサイ

ト予定地を遠望、工事用道路工事現場、名勝赤

滝、付替え道路用橋脚下とダム予定地の自然破

壊をじっくりと眼に入れ、成瀬頭首工・皆瀬頭

首工を経て全国集会会場に着きました。 
 

4.  全国集会 
	 横手駅前の横手農協会館 5 階ホールで 25 日
午後 1時から開催しました。あふれんばかりの
多くの皆さん、160名余が参加されました。 
	 第 1 部で成瀬ダムの問題点を明らかにすることと、第 2 部で新政権下のダム政策について検討し、
成瀬ダム見直しの大きな世論が巻き起こるきっかけとすることが全国集会の目的でした。 
	 第 1 部では成瀬ダムをストップさせる会の奥州さんが成瀬ダム計画の概要、経過、問題点を丁寧
に説明され、成瀬ダム住民訴訟弁護団の沼田弁護団長が同訴訟の争点を解説されました。成瀬ダム

の主に治水目的の問題点を水源連共同代表の嶋津さんが提示し解説しました。 
	 第 2 部は国政レベルと地政レベルの両面から、「新政権下のダム政策について」をテーマとしま
した。 初に民主党の大河原雅子参議院議員が「ダム見直しを政策として実現させるには、見直し

に反対する地元首長・議会が多いので難しい側面があるので、とりわけ国会議員に理解してもらう

ことが大切。シッカリ働きかけて欲しい」という主旨で発言され、社民党の保坂展人副幹事長は

「ダムのような公共事業依存型から脱却するには雇用をシッカリしないといけない。補修・修繕・

森林整備といった質的変換を

遂げた公共事業が必要にな

る」と私たちに訴えました。 
国民新党からは石川錬次郎県

会議員が「成瀬ダムに使う金

があるならばもっと重要なと

ころに使わせる、ムダなダム

を 1 つも作らせない」と語
られました。共産党からは山

内梅良県会議員が「『県自ら

が成瀬ダムを検証して、その

結果、成瀬ダムは不要』とい

える状況を作りたい」と言葉

↓成瀬ダム予定地 
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を結ばれました。	  
地元選出の京野公子衆議院議員（民主党）は予定が詰まっていた

ことから到着が遅れましたが、「公共事業が基幹産業という論点

もあるが疑問を感じる。ダムが本当に必要なのか否か、ダム以外

の選択肢があるのか、ダム賛否両者がシッカリと話合う円卓会議

のようなものが必要」と地域社会にとっての成瀬ダムに関する共

通認識をもてるようにすることの大切さを訴えました。 
	 議論の場では、とりわけ、共通認識が得られるまで話合ってい

るうちに事業が進んでしまわないように、これ以上事業が進まな

いようにする仕組みづくりが必要であることなどが話されました。 
	 集会宣言案が発表され、全員の大きな拍手で採択しました。 後に奥州さんが「ここをコンクリ

ートから緑のダムのモデル地区にさせよう」と団結頑張ろう！の音頭をとり、全員で心を一つに重

ねあいました。 
 

コンクリートのダムから緑と清流の時代へ。 
成瀬ダム見直しでお金を県民生活に！」 

成瀬ダム問題全国集会宣言 
 
9 月 16 日に鳩山内閣が成立して以来、前原国土交通大臣が八ッ場ダムと川辺川ダムの中止表明、１４３

ダム事業の見直し表明、６ダムの事業凍結表明など、ダム事業に重きを置いた河川行政を徹底的に見直し、

合理的かつ民主的な河川行政に転換する政策が打ち出されています。私たちはこれらの的確かつ素早い行政

判断を高く評価し、強く支持します。	

	

	 ムダなダム事業は自然を破壊し、地域社会を破壊し、国民には大きな負債を押し付けてきました。	

ダムに依存した治水はその効用範囲が極度に限られていることから、治水本来の目的である致命的な被害

発生の未然防止の役には立ちません。ダム計画を最優先してきたことで堤防整備・堆積土砂の浚渫など本来

取られるべき河道改修が大幅に遅れ、水害被害はあとを絶ちません。利水にしても然りです。現実離れした

過大な水需要予測のもとに多くのダム計画が策定、実施されてきました。	

	

私たちは、今こそダム依存の河川政策に決別し、	

先ずは「ダム予定地住民の生活再建」に力を入れること	

そして、「見直し組織」を設置し、情報公開・住民参加により、あらゆる角度からダム事業

を初めとした河川行政を徹底的に精査すること、	

を政府に求めます。	

そのなかで	

洪水による致命的被害を未然に防ぐために堤防整備・浚渫などの促進、	

森林の整備を図るなど緑のダム構想を樹立して実践、	

水需要予測の合理的な手法による見直し、	

などが進むことを強く希望します。	

同時に、秋田県をはじめ関係自治体に対しても、ダム依存の政策から早期に転換することを強く求めるも

のです。	

	

私たちは、これらの政策が実現されるよう努めるとともに、成瀬ダム事業の「見直し」が適切に行われ、

早期に「中止」へと進むよう全力をあげることを宣言します。	

	

２００９年１０月２５日	

�コンクリートのダムから緑と清流の時代へ。成瀬ダム見直しでお金を県民生活に！�	

	 「成瀬ダム問題全国集会」参加者一同	
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水源開発問題全国連絡会	 第 16 回総会	 記録	

2009 年 10 月 24 日	 秋田県・子安峡温泉	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

遠藤共同代表：早いもので１年経ちました。遠くは九州から参加ありがとうございました。16 回目の総会で

す。政権が変わり、無駄なダム事業を徹底的に見直すことになってきた。闘っているダム問題について中止

を獲得していくにはどうしたらいいかを考えていきたい。	

	

司会（西島）：岡田幹治さんから基調報告をいただきます。岡

田さんは、元朝日新聞論説委員で、会員でもあり、環境問題を

中心に取材活動をされ、霞ヶ関と永田町を鋭く取材されてきま

した。お願いします。	

１	 基調報告	 岡田幹治	

	 皆さんこんにちは。岡田でございます。皆さんの議論の前座

として、民主党政権のダム政策についてお話をさせていただき

ます。レジメを２頁に簡単に作りました。そもそもどんなダム

政策を民主党は持っているか、ＩＤＥＸ2009 には三項目あり

ます。一つはコントロール法を作る、一つは大型事業のうち八

ッ場と川辺を見直し生活再建を、もう一つは緑のダム構想を推

進すると同時に、計画中、建設中ダムを凍結し再検討するといっている。見て気づくのはネクストキャビネ

ットを作ったときに前原誠司大臣は 初の担当大臣でした。五十嵐先生を中心として緑のダム法案、公共事

業コントロール法を提出した。廃案にはなったが。そのようなマニフェストを掲げて闘い圧勝。前原大臣と

なった。その後はご存じの通り、八ッ場、川辺川を中止し、生活再建の法律を作るということを言った。143

のダムについては今年度をどう取り扱うか、来年度どう取り扱うかを発表している。おおざっぱにいうと143

のうち国交省48のダムについては新しい段階にはいらない。ただ既存ダムの整備はこのまま続ける。補助ダ

ムはとりあえず今年度は都道府県知事の考え方を尊重するとしている。この考え方で３月までは続ける。2010
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年度はどうするかは予算案の提出するまでに方針を決めるとしている。予算案は12月にでき国会に提出され

る1月に提出される。10 年度の方針がそのときに出る。以上が選挙で戦い、大臣が就任して行われてきたこ

と。	

	 これからそれではどうなるのか、これはなかなか大変なことだ。方針は非常に明確でそれなりに納得でき

るものだけれど、それを実行するというのは、そう簡単ではない。	

	 八ッ場ダムはどのように中止するか。川辺川ダムは比較的難しくないかもしれない。関係６都県、議会は

知事与党だからどのように説得、納得するか、八ッ場ダムの必要性があるのかどうか、コストより便益が多

いと国交省は言っているが本当か。地滑りはおきないのか。減電補償はどうなるかを表に洗い出して、明確

にしなければならない。八ッ場も川辺も大事なことは予定地の住民の皆さんの生活再建をどうするかという

こと。レジメの４の課題の２に関連する。民主党は生活再建のための法律を作るといい、骨子も発表されて

いる。これを見ると果たして本当に十分かなと、主な内容は国と自治体と住民で地域再建のためのプランを

作る。産業振興策には国が金を出すというがいいのか。今暮らしている人は補償金を生活の柱にしているが

そういうものをどうしていくか。どういうふうに出していくことができるか。法律にどう書いて具体的にど

う実行していくかはやっかいな問題だと思う。大型公共事業をどう後始末するかのモデルケースとなる。	

	 二つのダムを含む 143 ダムの見直しをするが馬淵副大臣が言っているのは、「再評価をしたい」。川辺、八

ッ場の他のダムについても、おそらく来年１月下旬には大まかな報告が決まる。しかし、再評価の手法をど

のようにするのか。たとえば淀川水系流域委員会がある。委員を選ぶ段階から公募をしてじっくり皆で議論

をする。会を開いたときには傍聴席からも質問ができる。いい結果は出たが、金と時間がかかる。あるいは

川辺川ダムの例では熊本県知事が県民討論集会を開いた。果たしてそれだけの時間的余裕があるのか。	 	

	 また、民主党は大きな方針を打ち出したがその中にもダムの推進派がいる。たとえば無駄なダムの典型で

ある設楽ダムは地元民主党の代議士が推進している。合理的、科学的に再評価できるかどうかが課題。問題

だと思うのは、「政策 INDEX」にある公共事業コントロール法案と緑のダム法案である。趣旨は分からないで

はないが住民討論が狭められなければならないのではないかなど、対処する必要がある。	

	 ダムを止めようとするときに問題になるのは、地元の雇用や地域の再生である。地域は生きていくのは大

変。その点についても提案やアドバイスがダム反対運動にはかかせないのではないか。ヒントになるのは長

野県。田中知事（当時）は大型公共事業はやめるが３つ有力産業があると言った。環境、教育、福祉など人

手のいる仕事だ。それが一つの今度の一つのヒントなるのではないか。前原チームがさまざまな問題を解決

していけるだろうか、不安がある。国交省は今は、面従腹背。大臣、副大臣、政務官６人で何事も仕切ろう

としているが膨大な予算と事業だ。役人も見方にして、彼らに取り込まれないためにはどうしたらいいか。

見直しのチームを作り、嶋津氏や宮本氏を入れるべきだ。そういうチームでしっかり大臣を補佐していく事

が必要だ。	

	 同時に政治の世界では、もっぱら政権交代が大事だとか、２大政党だとか言われるが、ごく 近の政治学

の世界では何が一番大事と言われているかというと、けっして議会制民主主義とか政権交代とかがあったら

上手い政治が出来るとは考えられていない。同時にそれを補完するものが必要である。それは「討議の民主

主義」とか「熟議の民主主義」とか言われている。それはテ−マごとでも良いし、みんなで議論をする。それ

で補って行かないと、議会制民主主義だけではなかなかうまくいかないということが言われている。	

	 淀川流域委員会と熊本の県民討論集会はそれを地でいっていた。とくに民主党は二面性を持っていた政党

だ。一面で社会民主主義、一面は新自由主義の政党。一致する点は大いに支持して利用し、一致しない点は、

どんどん改めるよう働きかけていくことが重要だ。そいう意味でも「討議の民主主義」と言うのは大切だ。 
	

●総会議長選出	

	 成瀬ダムをストップさせる会奥州、事務局田中、の両氏を選出	
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２	 事務局からの報告	 遠藤	 共同代表兼事務局長	

	 8月30日の衆議院選挙で与野党が大逆転し、9月16日に民主党・社民党・国民新党

からなる連立政権が発足しました。この選挙の4ヶ月前の4月25日、東京で開催した

「ムダな公共事業の徹底見直しを実現する全国大会」で、私たちは自民党・公明党以外

の各政党から、「ムダな公共事業徹底見直し」の決意表明を受けました。その決意は衆

議院選挙における各党のマニフェストに盛り込まれ、選挙の争点の一つとなりました。

民主党が総選挙で圧勝して、政権交代が実現しました。八ッ場ダムと川辺川ダムの中止

が組閣直後に表明され、現在計画・着工中の国土交通省関係140余基のダム事業の見直しも発表されました。

これをひとつの成果ととらえたい。	

	 10 月 9日には「平成２１年度におけるダム事業の進め方について」が発表されました。この一年、全国の

ダム反対運動は、昨年秋における川辺川ダムや大戸川ダムに対する関係知事からの白紙撤回の要求や、名古

屋市長になった河村たかし氏が木曽川水系連絡導水路に反対を表明されたことなど、「脱・ダム依存」が進み

始める一方で、八ッ場ダム訴訟における行政に勝たせるための恣意的な判決、長崎県が石木ダムについて土

地収用法適用の準備を進めるなど「ダム依存」の固執、というように相反する動きがあります。	

	 辰巳ダムと内海ダム再開発に土地収用法が適用されています。両ダム計画とも補助ダムであること、事業

目的が喪失していること、流域住民の公開討論会開催要請をそれぞれの起業者（石川県・香川県）が徹底し

て拒否していることなどが共通しています。起業者が説明責任をまったく放棄し、土地収用法を適用して強

行しているダムに補助金をつける国の責任を追及することも必要です。起業者と補助金をつける国に対して、

説明責任の履行を強く求めていかねばなりません。これらの補助ダムも 140 余基の見直しダム群に含まれて

いるものの、工事等が新たな段階に入ることを防ぐために来年度予算の凍結を求めていかねばなりません。	

	 この一年の取組みで特筆できるのは、4月25 日の「ムダな公共事業の徹底見直しを実現する全国大会」の

開催と成功です。今回の総会・全国集会で、国交大臣宛の「緊急提言」を皆さんにおはかりして採択し、す

ぐに働きかけていきたいと考えています。	

・活動報告	

	 2008年総会以降の水源連関係の主な活動・出来事を「水源連だより」４８,４９,５０,５１号に掲載した内

容をまとめました。	

・水源連活動全般を支える資金として「パタゴニア日本支社」の助成金を今年度も申請し、年間 386,000 円

の助成を受けることができました。この助成金を有効に活用しています。	

	

●会計報告	

	

会計の和波です。11月１日から10月31日付けで締めになっている。収入は書いている通り、会費、資料売

り上げ、パタゴニアから38 万円で197 万。支出は印刷送料、行動費、現地への支援で約88 万円。前年度に

比べ収入が増加、支出が減少。繰越金が増えているのはパタゴニアからの助成金。来年は行動費が増えてく

る。会計監査を昨年置き、大木弁護士にしていただいた。	

	

３	 各地からの報告	

	

●佐々木克之	 	北海道自然保護協会	 	 	 サンルダム・平取ダム	

	 時間がないのでポイントだけ言うと、治水、利水、環境はサクラマス。先日、宮本

博司さんに来ていただいた。そのとき絵がでてきた。計画高水がでてきて計画高水を超

えると堤防が切れるというのが河川局の考え方だと。開発局が同じことをいった。だからダムがいるんだと。
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宮本さんの話をきいて、紙智子議員から聞いてもらったら河川課から、安全な堤防を作ることについては知

見がないと。河川管理施設等構造令に書いてある。それまで掘削すればいいのではないかと思っていたが、

知見がないということでダメという回答が来るような状況。安全な堤防作りについての法体系を変えていっ

てもらいたい。	

●神原禮二	 	 八ッ場ダムをストップさせる市民連絡会		 	 八ッ場ダム	

	 八ッ場ダムをストップさせる市民連絡会は１都５県の連合体。八ッ場ダムは 1947

年のカスリン台風をきっかけに構想され、しかし強酸性の水で中断、1964 年に中和

工場ができて、1965 年治水利水で再登場、賛成反対が入り乱れた。地域は条件付き

賛成へ。補償交渉が妥結され表だった反対の声が消えていった。2004 年の増額を期

に、１都５県が八ッ場ダムをストップさせる市民の会を作った。栃木は３ダムが対

象。5000 人を越える住民監査をしたが、棄却と却下という厚い壁に阻まれ、各地裁

に訴訟を提出。治水、利水、環境 30 数人の弁護団、専門家の支援を受けた。公開質問状を知事たちに出し、

東京地裁、前橋、水戸で敗訴した。被告の主張を認める不当判決。定塚誠裁判長は 高裁に栄転。他の裁判

所はならった。政権交代後、激しい八ッ場ダムバッシングが始まったが冷静に対処しようとしている。多く

の水余り、カスリン台風には効果ない、地すべり、その他、まだ知らない人に対し伝えていきたい。現地の

生活再建についても出来る事でかかわっていきたい。	

●鈴木郁子		 	 STOP八ッ場ダム・市民ネット	 	 	 	 	 	 	 八ッ場ダム	

	 主に現地の皆さんと交流を深めてきた。前原大臣視察の9月23日も参加した。推進派

によるボイコットがあった。県議会が28 日からはじまったが推進一色でその後、関東地

方整備局と八ッ場ダム工事事務所が呼ばれたが、何も言えなかった。八ッ場ダムは、地元

の有力者萩原一族のために出てきたようなもの。ダムは国家の犯罪であり、皆さんの力を

結集して息の根を止めていきたい。	

●市野和夫		 	 設楽ダムの建設中止を求める会	 	 	 	 	 	 設楽ダム	

	 町長選があったばかりなので、簡単に触れておきますが、設楽町も豊川だけでなく、

矢作と天竜川にわたる地域で今回、難しい地域事情の中全町ぐるみで議論、政治討論が

行われたことには違いない。これまでの相手陣営がデータを出さず推進とかみ合ってい

ないが、今回ダム反対ということで住民が投票する選択肢を与えることはできた。大き

な意義があったと思う。同時に町議補選が行われ、１名、無投票だがダム反対派が当選

した。力関係がじわっと変わってきているが、町長選は今までのダムやむなしという雰

囲気をやぶってまで当選できなかった。住民訴訟は 11 月 12 月に証人尋問、結審に向かう。立木トラストな

どをあわせ、民主党政権の下、中止に向けがんばりたい。	

●三浦真智		 	 	 徳山ダム建設中止を求める会	 	 	 	 	 	 徳山ダム	

	 徳山ダムはすでに昨年度完成し、連休等は非常用の洪水吐きから観光用の放水をして使

っている。昨年、雨が降り、水位を下げる効果があったと国交省はいうが、実は関係なか

ったと思っている。過大な表現だと思った。利水の使い道がないじゃないかと批判をして

いたら、おそれていだが、揖斐川の水を長良川に引く導水路の計画が出てきた。名古屋市

が反対を表明したが 終的には愛知県がどうするかという判断にゆだねられている。今、

監査請求から住民訴訟に進んでいる。いらないダム典型を見に来て

ください。	

●松本宣崇		 	 	 環瀬戸内海会議		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新内海ダム	

	 11府県の住民府県の市民団体。2002年から内海ダムの支援と立ち木トラストを行っ

ている。明日寒霞渓の展望台に観光客が沢山くる中アンケート調査を行う。小豆島の総

延長４Km の川に堤長４４７m の早明浦ダムよりも長いダムを作る。17 万トンほどの利

水専用ダムです。老朽化の問題が有り阪神大震災を受けて再開発という事で既存に比べ巨大なダムとして計
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画された。鳩山さんが夫婦でお忍びで来ていたとき、すぐ翌日の定例記者会見で見直しをすべきだといって

いた。しかし、今県は土地収用法を適用して強引に推進している。政権交代後実績作りのため急速に事業を

進めようとしている。事業認定差し止め訴訟も行っている。	

●橋本省吾	 	 	 	緑・川・人フォ?ラム		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 苫田ダム	

	 苫田ダムの問題で八ッ場ダムと同じ頃に問題が起きたが押し切られダム運用に入り

5年になる。ダム問題は終結したが、水道料金が値上がりした。官製の水の卸売り企業

体が、わざわざ要らないダムを造っていらないものを押しつけている。出来てしまった

ダムだが、今後もチェックを続けたい。	

●吉村勝徳		 	 	 	 球磨川川漁師の会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 川辺川	ダム	

	 皆さんのおかげで川辺川ダムは中止の方向だが、旧政権は体よく中止の責任だけ民主

党にとってくださいという感じではないか。自民党の残りの国会議員が圧力をかけて、

後のいたずらをしているのは八ッ場ダムと変わらないのではないか。前の知事が荒瀬

ダムをこれは壊さなければ豊穣の海が守れないと撤去を計画した。その後樺島知事は、

金がないから壊さないと言い出した。片方では川は、住民の宝だと言いながら、片方で

は必要の無いダムをよその地域の水害を防ぐことを口実として守ろうとしている。裏に

九州電力が天草に原発を作りたいんだというところとの関連も見えてきた。川辺川につ

いては、ダム以外の方法での治水対策をやっていかなければなりません。人吉の水害がなくなったわけでは

ないので、我々も根性とフンドシをしめていかねばと、21時間をかけて車でやって来ました。	

●田口康夫	 	 	 	 渓流保護ネットワーク・砂防ダムを考える	 	 砂防ダム	

	 砂防に関しては全国的な運動に発展できないという現状があるが、渓流環境を壊すと

いう意味では無数にあるので影響が多い。長野では、島々地域の６号ダム、 近、霞沢

砂防ダムは反対運動を進めている 中。砂防については生命財産がといわれると反対し

にくくなるが、どれぐらいの砂が出ているか調査されていないのに作られている。砂防

は明治以来やってきて、整備率はまだ20%。しかし、砂防ダムは100年が耐久。壊れて

いくので、更新をするといつまで経っても相変わらず整備率 20%。ハードに頼れない、

これは国も認めている。2002 年は土砂が出ることを前提に法律を作った。土石流危険

渓流というのは18万渓流もある中、作られたの砂防ダムは治山ダムを除いて8万６千基以上。今年も長野で

は１２０以上の政府の予算がついてしまった。ハードでは安全は守られないという現状にもかかわらず、相

変わらず進んでいる。8万６千基作られているので、スリットをいれていけば新たにいらない。そうした代替

案を提案している。今回 10 月 10 日づけで行政刷新会議に申し入れを出した。予算の削減に活用してもらい

たいと思っている。砂防問題を全国化したい。	

●全日本水道組合	 湊	

	 全国３万人ほどで、比較的大きい水道事業のところの労働組合。傘下の組合は推進や原

因者になっている面もある。長崎の佐世保水道では、浄水場を民間委託するなどの動きも

ある。石木ダムでは遠藤さんに漏水率を全国並みにすれば新しいダムは要らないという提

案をしていただいた。水基本法が必要。水道事業の民営化に反対し、水は公共財だという

立場で運動している。	

●大熊	 孝											新潟大学名誉教授	 新潟水辺の会	

	 17 日、18 日に水郷水都全国会議と長良川シンポジウムを長良川で共同して開催した。

二日とも150人ほどきてくれた。そこでも大変盛り上がった。	

	 新潟には奥体内ダムという問題がある。28 日に皆で見学にいく。本体着工は基礎岩盤

を掘削し始めている。新聞には載りませんが新潟のダムは計画の段階でいくつか止まって

いるものがあります。信濃川のJRの発電所が止まっていて、水量が増え、今年3回ラフ

ティングをやって 高だった。サケの稚魚を800 万匹放流し、12 匹サケが戻ってきている。密漁されていて
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もっと多いはず。西大滝ダムを越えて 3 匹確認されている。流量さえあればサケは帰ってくるが、長野県が

乗り気にならない。100万尾以上、稚魚放流をしたい。100万尾放流するのに400万円ぐらいのお金がかかる。

そういうお金を調達していかなければならない。発電のための川から昔のような自然豊かな信濃川に戻して

いきたい。	

●藤田恵	 水源連	 顧問	

	 私が木頭村村長だった頃と比べ、政権交代で夢のような時代にはいった。水源連は特

に嶋津先生を中心に活動されたことの意義が大きかった。細川内ダムでも３回も質問主

意書を作っていただいたことが大きかった。200ぐらい計画があるということでまだま

だ油断ができないが、一生懸命ダム中止を獲得できるよう、しんどいですがやっていき

たい。	

●奥州さん	 成瀬ダムをストップさせる会	 	 	 	 成瀬ダム	

	 水源連には強い刺激を受け、去年から今年にかけて大きな動きがありました。去年の秋

に、全国的に国家財政が行き詰まり、ダムが中止になる傾向は出てくるだろうと考えた。

そのときに地元で反対の行動を移していなければ中止にならないだろうと考え会を作っ

た。実際には10年前から考える会があったがストップさせる会を作り、2100名の住民監

査後、集中的に住民訴訟に取り組むことになった。総会開催の名誉をいただいた。7月に

第一回口頭弁論、10 月に第二回口頭弁論が行われる。知事の意見も、中止なら代替え案

を示せと微妙に変わってきた。水没家屋がなく中止しやすいダムだと思っている。総会資料（２）の中で隣

の胆沢ダムについては私がレポートを書いている。岩手県のダムだが小沢氏の地元。石淵ダムの下流に作っ

ている。奥羽山脈の緑の回廊を守りたい。胆沢ダムも止められたらうれしいなと思う。	

●有友正友		 	 	 	大洲市の住民投票を実現する会				山鳥坂ダム	

	 市長選２回チャレンジして敗れてしまいました。相手は国交省の天下りで、市長

選の中ではダムについては一言も何も言わなかったのに、当選したとたん、ダムは

市民の選択だと言った。とんでもない。松山大学アンケートでダム反対の方がダム

賛成よりはるかに多いとの結果が出た。民主党が検証委員会を設置し検証を始めた。

新聞記事を配布していますので見てください。鹿野川ダムのゲート改造動き出して

います。大規模なトンネルの洪水吐き建設で水質がワースト３のダムからの放水で、さらに下流に非常に影

響が出る恐れがある。出平ダムのようになったら困る。	

●原	 豊典		 	 	 	 九州住民ネットワーク	 	 石木ダム	

	 川辺川ダムは、九州地方整備局が対応を変えたてきた。住民提案を含めて具体的に提案

をしたのが21 日に載っていた。石木ダムは、まったく逆で佐世保市長や長崎県は強制収

用（50 人〜60 人）しようとしている。長崎県は事業認定申請を始めるが、佐世保の水は

足りている。ときたま給水制限がある程度。漏水が１日一万トンある。さぼっている。水

源不足を言う資格がない。石木ダムは市民の願いと垂れ幕がかかっている状態。いままで

石木ダム建設絶対反対同盟だけがこれを撃退してきたが、市民が応援する態勢が必要だ、

と提案をし、運動を作りつつある。新しい地権者４名が加えたが、それを県はつかんでおらず、４月に調査

をしただけで半年調査をせずタカをくくっていた。知らせた方がいいだろうと 10 月 22 日の法定説明会を中

止しろと要求した。これを繰り返したい。54 名を数百名にして立ち木トラストと共有地運動を平行して進め

たい。賛同の方は、住民票と千円を私に送ってください。	

	

	

	

４	 共通課題についての事務局からの報告	
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●計画中・工事中のダム事業を中止させるための課題	

ダムを止める場合、政治的な判断で止める事もありますが、具体的な法的手続きをしていかなければいけな

い、そのためにどうしなければいけないかという事を話したい。	

・治水	

	 個々のダム計画は河川整備計画で位置づけられている。作成されていないところも有るが。これから作成

されるところは、これからダムを除く。既にある場合はダムを抜く改訂が必要。	

基本方針をどうするか、基本高水流量の改正、過大な数値の改訂は必要だが、それ以前にダムなしの整備計

画作りが必要。	

	 川辺川は例外で、基本方針そのものを変えないといけない。今国交省は、川辺ダム不要の代替案は出して

いないので、ダム必要に戻る事を警戒しなければいけない。	

・利水：作り直しが必要	

	 フルプランのある川７水系は、ダム計画を抜かなければいけない。フルプランの無いところでは各都県の

ダム不要の水需給計画に変えなければいけない。	

暫定水利権の問題。八ッ場ダムでも問題になっているが、ダムをやめた場合の暫定水利権の扱いを変えなけ

ればいけない。	

・費用対効果１を越えていればＯＫの治水経済調査マニュアルの抜本改正	

	 ダム等の公共事業は５年ごとに見直しをしなければいけない事になっているが、事業を続けて良いかどう

かの便益の計算が恣意的に行われているので、マニュアルの抜本的改正が必要。現在の方法では、必ず B／C

が１を超えることになってしまう。	

・ダムによらない治水対策技術の確立	

ダムに頼らない技術、正しい河道の流下能力の計算方法の確率、いかなる洪水でも致命的な被害を防ぐ対越

水堤防等の技術の確立が必要。	

・住民参加	

	 各地域で河川整備を、ダム反対派と起業者がじっくり話し合う場の設定、川辺川の県民討論集会、淀川流

域委員会のように河川行政を住民参加で徹底的に見直す場を作っていく事が重要。	

	

	

●「河川行政の徹底見直しを実現するための提言」について	

	 この「提言」の事務局案ついて討議をおこない、あるべき川の姿や、補助ダム問題が置かれている緊急の

状況についての対応が不足しているとの指摘があり、その趣旨に沿って別途文章整理を行う。特に補助ダム

は別途文書を作成し提言する事として承認された。（提言１，２を資料として別掲）	

	

５	 討議の部	

議長：民主党大河原参議院議員から現状について報告をいただきたい。	

大河原議員：8月30 日、前原大臣が八ッ場、川辺川ダム中止を決定し、その他も新

しい段階に進まないということを発表した。このことで、地元議員によくやってく

れたと伝えるなどを行った人は手をあげてみてください。ローカルパーティー出身

で、国政政党に対する不信は私自身もあったが、2007 年に民主党内の「公共事業を

検討する小委員会」に関わっています。都議会議員時代、嶋津さんや遠藤さんと出

会い八ッ場ダム問題を知りました。何層にもわけた運動をしないと動かないんだと

学びました。このことに賛同する議員を増やしていただかないとダメです。今回の衆議院選挙で新しい自民

党ではない政党にならなければダムは止まらない、変わらないと国民は判断された。新人議員だからこそオ

ルグする意味がある。ほめて育てていただきたい。厳しいこともあります。政権与党になったというはじめ
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ての経験であるわけです。これまでは民主党内の国土交通部門会議で議論を激しくしても、国の政策として

実現することはなかった。今、大臣が開く政策会議で政府と与党を一元化しようとしている。直接どの議員

も部門会議で発言をすることもできるようになりました。鳩山総理は、国民の手に公共事業を取り戻す委員

会を2000年に設置し、大熊先生、嶋津さんにもはいっていただいた。市民の力を磨き上げなければならない

なと思っています。民主党がこれまでの自民党政権と違う政権を作るときには、いろいろな意見を持つ市民

とつながるということ。基本は地元の議員を動かすということをやっていただきたい。議員は育てていただ

きたいと思います。政官業の癒着のペンタゴンを壊すというのは、4月25 日（ムダな公共事業徹底見直しを

実現する全国大会）の大きなテーマでした。ジャーナリストの方もいますが、メディアが逆行するようであ

ればペンの力を使っていただきたい。市民の力、ペンの力、学者の力が大事です。そして民主党もお使いい

ただきたい。私は政府の一員ではなく民主党の一議員です。ただ行政刷新会議の一員になったので、コンク

リートから人への転換にしっかりと取り組んでいきたい。	

	

６	 水源連活動	

	

●運動の拡大・強化	

	

会員をもっと拡大したい。機関紙にも投稿をお寄せください。水源連パンフレット「ダムは要らない」を活

用してください。海外との連携をしていたい。日本でダム建設が難しくなると、海外でダムが作られていく

側面がある。ホームページの充実も難しいが取り組んでいきたい。	

	

●今年度の役員体制	

	 顧問	 	 矢山有作	 	 藤田	 恵	

	 共同代表	 嶋津暉之	 	 遠藤保男（事務局長兼務）	

	 会計	 	 和波一夫	

	 会計監査	 大木一俊	 （弁護士）	

	 以上が承認された。	

	

議長：その他、何かあれば。	

茂吉：熊本県相良村議会にいます。いままで村は川辺川ダム推進決議をしてい

ましたが、中止決議を行った。６月議会でダム中止と相良村振興計画について

の意見書の議決をおこなったということをお伝えしたい。 
 
松本：内海ダム署名に協力を。 
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ダ
ム
建
設
の
見
百
一し
を
求
め
て
い
る
人
た
ち
の

集
ま
り

「
水
源
開
発
問
題
全
国
連
絡
会
」

（水
源
連
）
の

総
会
が
二
十
四
日
、
秋
田
県
場
沢
市
の
小
安
峡
温
泉
で
開

か
れ
た
。
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
、
八

ッ
場
ダ
ム
な
ど
が

一
中
止
」
さ
れ
て
初
の
開
催
。
ダ
ム
政
策
の
大
転
換
に
意

気
が
上
が
る
中
、

「
専
門
家
か
ら
な
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（作
業
部
会
）
を
設
け
、
客
観
的
な

一
中
止
勧
告
基
準

一

の
策
定
を
」
と
眸
う
提
言
を
取
り
ま
と
め
た
。

（加
藤
裕
治
）

一
民
主
政
権

の
ダ

ム
見
直

し
の
方
針
は
明
確
だ
が
、
実

行
す
る

こ
と
は
難
し

い
」

全
国
か
ら
集
ま

っ
た
約
十

五
団
体
計
六
十
人

の
メ

ン
バ

ー
を
前
に
、
ジ

マ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
岡

田
幹
治
氏
が
今
後

の

問
題
を

こ
う
提
起
し
た
。

例

に
挙
げ
た

の
が
、
国
が

群
馬
県
長
野
原
町

に
建
設
中

の
八

ッ
場
ダ

ム
。
前
原
誠
司

国
土
交
通
相

は
就
任
直
後

の

九
月
十
七

日
、
川
辺
川
ダ

ム

（
熊

太
県

）
と
と
も

に
中
止

を
明
言
し
た
ｃ

さ

ら
に
国
と
水
資
源
機
構

が
実
施
し
て

い
る

四
十

八
菫
す

業
は
新
た
な
段
階

の

工
事

に

入
ら
な
い
よ

う
に
し
、
今
後

の
扱

い
を
検
討
す
る

こ
と
に

な

っ
た
ｃ
総
会

の
会
場

に
近

い
雄
物
川
水
系

で
建
設
中
の

成
瀬
ダ
ム
も
そ
の

一
つ
だ
。

し
か
し
、
沸
き
起
こ

っ
た

の
は
中
止

へ
の
猛
反
発
。
特

に
八

ッ
場
ダ
ム
を
め
ぐ

っ
て

は
、
地
元
住
民
や
関
係
六
都

県
が
強
硬
な
姿
勢
を
崩
し
て

い
な

い
ｃ
国
交
相

が
た

だ

「
止
め
る
」
と
一言
っ
た
だ
け

で
は
、
な
か
な
か
止
め
き
れ

な
い
。
水
源
連
は

「
今
後
の

検
討
」
を
、
実
質
的
な

一
中

止

一
に
変
え
る
具
体
的
な
戦

略
が
必
要
と
い
う
。

そ
の
た
め
提
言
は
、

「
国

が
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
け

て
、
「
上
勧
告
基
生
を
つ
く

る

一　
一
タ
ス
ク
フ
オ
ー
ス
の

下
に
住
民
参
加
の
部
会
を
設

け
る

一
な
ど
、
理
念
を
訴
え

る
よ
り
も
具
体
策
を
求
め
る

内
容
と
な

っ
た
。

水
源
連
共
同
代
表
の
島
津

鰺ゴ隋幽賊力
釜
詐
ン

実≪ャ

ノ

ゝ
睦ｇ
為
出螂

、ゞ
輌
　
　
縮

島ン
鵡

一一一二塁瓢彎『

一≡
算

一発二
埼聾
一二

亜

璽

彗
魯

目
額
壁大

暉
之
氏
は

「
ダ
ム
建
設
は
河

川
整
備
計
画
な
ど
で
が
ん
じ

が

ら
め

に
決
ま

っ
て
い
る
ｃ

法
的

に
崩
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、

中

止

に

つ
な

が

ら

な

い
」
と
訴
え
た
。

参
加
者
か

ら
は

「
河
川
行

政
は
流
域

の
再
生
が
使
命
。

治

水

に

偏

っ
て

は

い
け

な

い
」

一
す
で
に
完
成
し
て
い

る
ダ

ム
に

つ
い
て
も
考
え
る

べ
き
だ
」
な
ど
と
い

っ
た
意

見
が
相
次

け
だ
。

議
論
は
さ
ら
に
、
道
府
県

が
事
業
主
体
と
な
る
ダ

ム

ヘ

の
対
応
や
、
あ
る

べ
き
河
川

行
政

の
姿

へ
と
広
が

っ
た
。

こ
の
道
府
県
営
で
国
が
補
助

す

る

八

十
七

の

「
補

助

ダ

ム
」
に
参
加
者
は
も

っ
と
も

危
機
感
を
抱

く
　
前
原
国
交

相
は

一
知
事

の
判
断
を
尊
重
一

す
る
」
と
す
る
が
、
各
地

で

前
倒
し
で
建
設
手
続
き
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

「
事
業
費

の
七
割

は
国
の

補
助
。
知
事
任
せ
で
な
く
、

国
に
な
ん
と
か
し
て
も
ら
わ

な
く
て
は
一　
一水
一贈
連
と
し

て
も
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
す

べ
き
だ
一
Ｌ
声
が
出
た

島
津
氏
は

一わ
れ
わ
れ
も

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
．
政

府
も
地
方
分
惟
の
中
で
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
て
い
る
よ
う

一一に
一　
とヽ
一
ｍ
っ
・́に‐

た
だ
、
問
題
は
山
結
し
て

て
も
参
加
ャス
〓
一一い葉
は
力

い
　
島
津
氏
は

一以
前
は

ン
ネ
ル
の
中
を
さ
ま
よ
っ

・い
た
。
今
は
明
か
り
が
見

一、
ダ
ム
を
止
め
る
具
体
的

な
話
が
で
き
る
か

ら
だ
」
と

説
明
す
る
。

政
権
交
代

で
関
心
が
高
ま

っ
た
た
め
か
、
宿
泊
客
も
飛

び
入
り
で
参
加
し
た
。
そ
の

一
人
、
秋

田
県
内

の
会
社
員

女
性

（
一じ
は

「
政
権
が
代
わ

っ
て
ダ
ム
が
問
題
に
な

っ
て

い
る
。
な
の
に
、
地
元
の
成

一瀬
ダ

ム
に
賛
成
か
反
対
か
結

論
が
出

せ
て
い
な
い
。
い
ろ

ん
な
意
見
を
聞
こ
う
と
思

っ

た
」
と
話
す
。

メ
ン
バ
ー
は

二
十

五
日
に

成
瀬
ダ

ム
建
設
予
定
地

を
視

察
し
、
同
ダ
ム
問
題
を
考
え

る
全
国
集
会
を
開
く
ｃ

問題 全 圏 遅

水
糠
連

政
権
交
代
後

欄
総
ム
〓

４
，

５
■
■

●●■_″‐

i政権交代後、初 めて開かれた 「水源 開発問題全 国連絡 会_‐ ダ ムの見

1直 しなどについて活発な意見 が交わ された =21E玉 秋 田県湯沢市で

夕洸礫鰤鷹準颯顆にな提言
え て |ヽ 強

′
い

。
し

“
・
“
―
は
″
・一・̈
・１
１

●

Ｉ
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政権交代
@秋田

ダ

ム
建

設

に
反
対

す

る
全

国

各

地

の
市

民

団
体

な
ど

で

つ
く

る

水

源
開

発

問
題

全

国
連

絡
会

の
総

会

が

２４
日

、
湯

沢
市

の
小

安
峡

温
泉

で
あ
り

、
成

瀬
ダ

ム

を

ス
ト

ッ
プ

さ
せ
る
会

（
奥

州
光

吉
代
表

）

な

ど

１５

団

体

、

約

帥

人

が

参

加

し

た
。

議

長

を
務

め

た
奥
州
代

表

は

現
地
報

告

で

「
成

瀬

ダ

ム

は
水

没

家
屋

が

な
く
中

止

し

や
す

い
ダ

ム

だ

」
な

ど

と
説

明
し

た
。

公
共

事

業

見
直

し

を
主
張

す

る

民
主
党

政

権
が

出
来

て
初

め

て
の

総
会

。
連

絡
会

の
遠

藤

保

男

共
同

代

表

は

「
こ
れ

を
機

会

に
無

駄

な

ダ

ム
の
山

上

を
断

固
獲
得

し

て
い

き
た
い

」

と
あ

い
さ

つ
。

基

調

報
告

で
は

、
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト

の
両

日
幹
治

氏

（
元
襲

『
一新

聞
論

説
委

員

）
が

一
新

政
権

の
ダ

ム
政
策

」
に

つ
い

て

、

「
中

止
後

の
生
活

再
建

が

本
当

に

で
き

る
か

ど
う
か

。
群

馬

・
八

ツ
場

ダ

ム
な

ど
は

、
ど
う

や

っ
て
中

止

し

、
後

始
末

を

ど

う

す

る
か

の

モ
デ

ル
ケ

ー

ス
に

な
る

。
新
政

権

の
手

腕
が

嘲
Ｎ
‐

‐

ヽ
　

い
ば
ヽ

『
開
鋼

ダ
ム
反
対
運
動
に

「雉
一一一一日欠
か
せ
ね
」

珈レ'旅il

ウFヨ^

2万

沢
で

「 [』

民
団
体
ズ)ゞ
総
∠ゝ
アヽ

問
わ
れ
る
」
と
述
べ
、

「こ
れ
か

ら
の
反
対
運
動
に
は
地
域
再
建
な

ど
の
提
案
、
提
言
が
欠
か
せ
な

い
」
と
強
調
し
た
。

八
ツ
場
ダ
ム
の
ほ
か
熊
本

。
川

辺
川
ダ
ム
な
ど
に
反
対
す
る
グ
ル

顧 111:1「千L 国 連 絡

~lEE目
「:・

‐~~~'

 ヽ.

(‐
ι

―
プ
の
代
表
ら
が
現
地
報
告
。
い

ず
れ
も

「不
要
な
ダ
ム
は
中
止
す

べ
き
だ
」
と
主
張
、
そ
れ
ぞ
れ
の

反
対
運
動
の
現
状
な
ど
を
報
告
し

た
。

連
絡

会

の
な
加

者

は
２５

日
、
成

瀬

ダ

ム

の

工

”

現

場

な

ど

を

視

察

、
同
日
午

後

２
時

か
ら
＝

手
市

で
開

か
れ
る

「
成
瀬

ダ

ム
間
態

全

国
“
会

」
に
サ
加
す

る
予
定

。

全国のダムう上設反対 団体 な

どが ,ま った辿絡会 の総会

=γ l l沢 市 の小安峡キ」甲泉

全
国
の
ダ
ム
「
■
反
対

団
体
か
ら
な
る

一水
源

―
´
――‥―

発
問
題
全
国
連
絡
会
」
（水

源
連

・
――――――
津
暉
之
、
一建
藤

保
男
共
同
代
表
）
の
総
会

が
２４
日
、
高
沢
市
の
小
安

峡
温
泉
郷
の
旅
館
で
開
か

れ
た
。「成

油
ダ
ム
を
ス
ト

ッ

プ
さ
せ
る
会
」

（奥
川
光

書
代
表
）
な
ど
１５
団
体
約

∞
人
が
一
加
。
前
原
誠
司

国
土
交
通
相
に
対
し
、
中

門
家
で
作
る

「河
川
行
政

各
地
の
タ
ム
問
題
に
つ
い
て

，―‥―‘

兇
交
換
を
し
た

水
源
地
の
総
会

＝
河
沢
市
門
瀬
湯
元
で

見
直
し
タ
ス
ク

フ

オ
ー

ス
」
の
設
立
な
ど
を
求
め

る

「河
川
行
政
の
徹
底
見

直
し
を
実
現
す
る
た
め
の各

地
の
ダ
ム
問
題
の
現
状
を

ま
と
め
た
資
料
と
と
も
に

提
出
す
る
。

会
合
で
は
、

――‐―――
十
代
表

が
ダ
ム
＝
業
を
中
止
さ
せ

る
た
め
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
説
明
ｃ

「八

ッ
ーー
‥
ｊ
あ

し
た
の
会
」
や

「設
楽
ダ

ム
建
設
中
止

を
求
め
る

会
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
各

地

で
の
活
動

を
報
告
し

た
。
奥
州
代
表
は

一成
湘

ダ
ム
は
水
没
の
問
題
が
な

く
、
中
止
し
や
す
い
ダ
ム

と
思
う
」
と
話
し
た
。

成

瀬

ダ

ム

問

題

集
会
き
ょ
う
開
催

椰
　
　
一千

１

Ｅ
年
後

１
時

か
ら

」一
、　
　
一
一ス
ト
　
一́
一′
一ご
一
こ
一́

会
」
と
水
源
連
が
共
催
し

一

て
横
手
市
の
横
手
農
協
会

館
で

「成
洒
ダ
ム
問
題
全

国
集
会
」
が
開
か
れ
る
Э

奥
州
代
表
の
報
告
や
、
県

“
担
金
約
２
６
０
億
円
の

支
出
差
し
上
め
な
ど
を
求

め
た
成
瀬
ダ
ム
相
富
賠
償

請
求
訴
訟
に
つ
い
て
の
沼

田
敏
明
弁
設
士
の
講
演
が

あ
る
。
　

［坂
本
太
郎
】

「河
川
行
政
見
直
し
を
」

臨
赫
板
酵
』
国
交
相
へ
の
提
言
採
択

らヽ

fF 03-5249-3031
「,1,,f77~~~「 | |,,I,.

―‐]件 140万
11'暦 をま ず は お
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見
直
し
の
対
象
と
な
る
国

的
を
失

っ
て
い
る
事
業
も
あ

れ
」
と
い
う
激
し
い
反
対
運

一
団
体
の
窓
口
と
し
て
活
動

直
轄
な
ど
の
ダ
ム
は
四
十
八

り
、

「無
駄
な
工
事
」
と
の

動
の
中
、
一一風
谷
ダ
ム
は
九

す
る
一則
田
菜
穂
子

さ
ん
は

事
業
。
一っ
ち
十
八
事
業
は
す

批
判
も
相
次
ぐ
。
代
表
的
な

七
年
に
完
成
。
し
か
し
、
工
　
「
二
風
谷
ダ
ム
は
予
測
よ
り

で
に
本
体
の
建
設
段
階
に
入

業
用
水
を
使
う
は
ず
だ

っ
た

早
く
砂
が
た
ま
り
、
平
取
ダ

っ
て
お
り
、
残
る
三
十
事
業

苫
小
牧
東
部
の
工
業
開
発
計

ム
は
も

例
を
紹
介
す
る
と
―
．

沙
流
川
総
合
開
発
事
業
は

北
海
道
平
取
町
に
二
風
谷
、

着
手
か
ら
２０
～
３０
年

を
中
′ふ
に
再
検
討
が
進
み
そ

画
は
失
敗
。
未
完
成
の
平
取

ろ
う
。

う
だ
。
そ
の
多
く
が
七
〇
―

平
取
両
ダ
ム
を
建
設
す
る
計

ダ
ム
は
〇
七
年
、
治
水
中
心

低
下
し
、　
一
気
に
水
が
流
れ

八
〇
年
代
に
着
手
。
二
十
～

画
で
七
〓
一年
に
始
ま

っ
た
。

に
計
画
が
変
更
さ
れ
た
。

出
る
と
危
な
い
ダ
ム
に
な
り

三
十
年
が
過
ぎ
、
当
初
の
目
　
「
ア
・イ
ヌ
民
族
の
聖
地
を
守

　

ダ
ム
に
反
対
す
る
道
内
十

か
ね
な
い
」
と
心
配
す
る
。

事業名 所在地

当
初
目
的
失
う
例
も

見
直
し
対
象
に
な
っ
た
国
直
轄
な
ど
の
ダ
ム
４８
事

（滋
賀
県
余
呉
町
）
。
国
交

え
方

は
私
た
ち
と

ほ
ぼ
同

省
近
畿
地
方
整
備
局
の
諮
問

じ
。
今
後
は
ダ
ム
建
設
の
地

機
関
、
淀
川
水
系
流
域
委
員

元
議
員
に
問
題
点
を
訴
え
、

会
が
〇
八
年
に
出
し
た
最
終

事
業
の
中
止
に
っ
な
げ
て
い

意
見
で

「
建
設
は
不
適
切
」

き
た
い
」
と
話
し
た
。

オ
■

■

六
九
年
に
始
ま
った熙
一鵬
に
水
道
用
水
の
供
給
や
治
水

開

発
事
業

（栃
木
県

鹿

沼

を
目
的
に
南
摩
ダ
ム
を
建
設

市
）
は
、
上
流
部
の
南
摩
川

す
る
。
だ
が
川
の
流
量
が
少

」
内
は
旧
計
画

と
さ
れ
た
。
国
や
水
資
源
機

構
は
、
利
水
か
ら
撤
退
し
、

治
水
や
渇
水
対
策
で
建
設
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

愛
媛
県
先
静
市
の
山
隷
場

ダ
ム
は
、
脚
鵬
水
系
か
ら
水

不
足
が
深
刻
な
地
域

へ
の
分

水
と
治
水
が
目
的
だ

っ
た
。

し
か
し
、
効
果
の
低
さ
や
高

コ
ス
ト

ヘ
の
疑
問
か
ら
住
民

の
反
対
が
続
い
て
い
る
。
　

一

「
大
洲
市
の
住
民
投
票
を

一

実
現
す
る
会
」
の
有
友
正
本

事
務
局
長
は

「
ダ
ム
は
役
に

立

た
ず
、
環
境

も
破
壊

す

る
。
市
民
の
総
意
は
ダ
ム
反

対
。
住
民
投
票
の
直
接
請
求

の
署
名
は
５０
％
を
超
え
た
の

に
、
市

長
は
握
り

つ
ぶ
し

た
。
予
定
地
の
漁
協
も
反
対

だ
」
と
中
止
を
訴
え
る
。

小
石
原
川
ダ
ム
は
福
岡
県

・

朝
倉
市
の
小
石
原
川
に
建
設

一

．っ
と
ひ
ど
く
な
る
だ

堆
砂
で
治
水
機
能
が

北海道

な
い
た
め
、
黒
川
、
大
声
川

と
導
水
路
で
結
び
、
水
を
融

通
す
る
。
反
対
派
は
「計
画

通
り
の
水
は
供
給
で
き
ず
、

水
需
要
も
な
い
。
治
水
効
果

も
微
々
た
る
も
の
で
、
必
要

性
が
希
薄
」
と
し
て
い
る
。

豊

川
上
流

の
設

暴

ダ

ム

（愛
知
県
設
楽
町
）

へ
の
反

中
。
国
の
天
然
記
念
物
の
哺

対
も
根
強
い
。

「
水
の
需
要

乳
類
、
ヤ
マ
ネ
が
確
認
さ
れ

予
測
が
過
大
。

川
の
最
上
流

る
な
ど
、
予
定
地
周
辺
は
自

部
で
は
洪
水
防
止
の
効
果
は

然
が
豊
か
だ
。
事
業
に
疑
問

ゎ
ず
か
」
と
い
う
。
ナ

マ
ズ

の
声
が
出
て
い
る
。

の
仲
間
で
国
の
天
然
記
念
物

　

不
要
な
ダ
ム
建
設
に
反
対

ネ
コ
ギ
ギ
が
生
患
す
る
。
し

し
て
い
る

「
水
源
開
発
問
題

か
し
先
月
の
町
長
選
で
は
、
　
全
国
連
絡
会
」
は
四
日
、
三

ダ
ム
推
進
派
の
元
副
町
長
横

日
月
大
造
国
土
交
通
政
務
官

山
光
明
氏
が
圧
勝
し
た
。
　
　
と
画
会
し
、
ダ
ム
事
業
の
見

琵
琶
湖
北
部
の
高
時
川
に

直
し
を
求
め
た
。
遠
藤
保
男

計
画
さ
れ
て
い
る
丹
生
ダ
ム

共
同
代
表
は

「新
政
権
の
考

一
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道 !  1313 1973 20

ン :  528 1988 20
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2320 1969
3640 1962
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:殿ダム
~~~

,質 ″
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1450 1983
1780 1973
未 定 1990 未

1400 1983 : `
850 1978
4600 1967
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14 1993
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こ起

秋
田
・成
瀬
な
ど
分
岐
点

景 勝 地・ 赤 滝 も成瀬 ダ ムが完 成 す

八
ッ
場

（群
馬
県
）
、

川
辺
川

（
熊
本
県
）
両
ダ
ム
の
建
設

「
中

止
」
に
続
く
の
は
ど
こ
″
一　
国
や

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
が
全

国
で
進
め
る
、
ほ
か
の
ダ
ム
事
業

も
分
岐
点
を
迎
え
て
い
る
。
前
原

誠
司
国
土
交
通
相
の
事
業
の
再
検

討
表
明
を
受
け
て
、
国
は
今
後
中

止

の
判
断
基
準
を
定
め
る
方
針

だ
。
市
民
団
体
な
ど
が
不
要
不
急

の

「
無
駄
な
公
共
事
業
」
と
指
摘

す
る
ダ
ム
は
少
な
く
な
い
。
そ
の

一
つ
、
秋
田
県

・
成
瀬
ダ
ム
の
現

場
を
歩
い
た
。
　

（加
藤
裕
治
）

「無駄ダム」まだある
プ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
モ
ミ

ジ
の
紅
葉
で
色
づ
く
奥
羽
山

系
の
山
々
。
秋
田
県
南
部
の

東
成
瀬
村
を
流
れ
る
成
瀬
川

近
く
を
回
る
と
、
青
緑
色
の

鉄
骨
を
周
囲
に
組
ん
だ
巨
大

な
柱
が
姿
を
現
し
た
。

「
あ
れ
は
ダ
ム
の
付
け
替

え
道
路
の
橋
脚
。
す
ぐ
近
く

に
ク

マ
タ
カ
の
巣
が
あ

っ
た

が
、
落
ち
ま
し
た
」
。
市
民

団
体

「
成
瀬
ダ
ム
を
ス
ト

ツ

プ
さ
せ
る
会
」
の
奥
州
光
吉

代
表
（三
七）
が
説
明
す
る
。

成
瀬
ダ
ム
は
利
水
と
治
水

を
目
的
に
、
雄
物
川
支
流
の

成
瀬
川
を
堰
き
止
め
、
七
千

八
百
七
十
万

ント
の
水
を
た
め

る
。
石
を
積
む

ロ
ツ
ク
一ノ
イ

ル
ダ

ム
で
―
高

さ

百
十

三

軒
、
幅
六
百
九
十
】
脚
。
そ
の

本
体
工
事
は
こ
れ
か
ら
だ
。

事
業
は

一
九
八
二
年
に
着

手
さ
れ
、
総
事
業
費
は
千
五

百
三
十
億
円
。
二
〇

一
七
年

度
の
完
成
を
目
指
す
が
、
七

三
年
の
構
想
か
ら
実
に
四
十

四
筆
の
長
期
間
に
わ
た
る
。

前

原
国
交
相

は
先

月
九

日
、
国
直
轄
の
ダ
ム
事
業
に

っ
い
て

「
本
年
度
中
は

（
工

事
の
）
新
た
な
段
階
に
入
ら

な
い
」
と
表
明
。
成
瀬
ダ
ム

も
事
業
を
続
け
る

か
ど
う

か
、
再
検
討
さ
れ
る
。

国
交
省
揚
沢
河
川
回
道
事

務
所
は

「
本
年
度
分
の
工
事

は
続
け
て
い
る
。
そ
の
後
は

国
の
方
針
待
ち
。
ど
う
な
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
」
。
現
在

は
、
発
注
済
み
の
道
路
の
付

け
替
え
や
、
本
体
建
設
に
向

け
て
川
の
流
れ
を
変
え
る
工

事
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

奥
州
さ
ん
は

「
工
事
は
だ

い
ぶ
進
ん
だ
」
と
た
め
患
を

漏
ら
す
ｃ　
一
帯
に
は
広
葉
樹

林
が
広
が
る
が
、
本
体
が
建

設
さ
れ
る
谷
間
は
本
々
が
切

り
倒
さ
れ
、
地
面
は
砂
利
敷

き
だ
。
紅
葉
の
山
々
と
見
比

べ
る
と
痛
々
し
い
。

周
囲
に
は
ィ
ヌ
ワ
シ
や
ク

マ
タ
カ
と
り
っ
た
絶
減
が
心

配
さ
れ
る
猛
翻
類
が
す
む
。

水
役
地
に
は
、
渇
水
と
洪
水

か
ら
農
民
を
守
る
竜
神
が
す

む

と
伝

え

ら
れ
る
景
勝
地

「
赤
滝
」
も
あ
る
。

水
投
地
に
民
家
は
な
く
、

下
流
通
住
む
奥
州
さ
ん
ら
が

「
豊
か
な
自
然
と
川
を
守
り

た
曇
」
と
反
対
の
声
を
上
げ

て
き
た
。
０
九
年
山

月
、
住

民
ら
三
百
四
十
四
人
は
県
が

負
趣
す
る
三
百
六
十
億
門
の

支
出
の
差
し
止
め
を
求
め
る

住
民
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

「
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
る
会
」

の
農
業
男
性
は

「
ダ
ム
が
で

き
る
と
川
が
死
ぬ
」
と
不
安

が
る
。
成
瀬
川
と
合
流
す
る

皆
瀬
川
は
ダ
ム
が
完
成
し
、

濁

り
水

が
流
れ

て

い
る
。

か
つ
て
各
水
系
の
主
一

支
川
に

一
っ
ダ
ム
を
造
′

青
写
真
が
描
か
れ
た
。

・

か
も
、
上
下
流
に
砂
防
”

や
堰

（
せ
き
）
な
ど
際
［

な
く

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
一

ち
込
ま
れ
た
。
治
水
や
「

水
に
も
貢
献
し
た
が
、
」

半
が
九
七
年
の
環
境
影
鉤

評
価
法
の
成
立
以
前
で
輩

か
な
川
の
生
態
系
は
寸
¨

さ
れ
、
壊
さ
れ
た
。
そ
（

反
省
が
為
政
者
か
ら
出
一

い
の
が
残
念
だ
。

（
呂
〕

紅
葉
で
色
づ
く
山
の
中
に
付
け
替
え
道
路
の
橋
脚
が

造
ら
れ
る
ダ
ム
建
設
予
定
地
＝
秋

田
県
東
成
瀬
村

で

死ぬカ
薔
日
日

目
田

憲
Ｊ

ノヽ要不』Ｘ計
「
Ｊ
（舅「

」
凛 難

「
皆
瀬
川
で
は
カ
ジ
カ
が
い

れ
な
く
な

っ
た
。
成
瀬
川
一

そ
う
し
て
は
い
け
な
い
」

国
側
は
こ
れ
ま
で

「
治
‥

や
農
業
用
水
の
確
保
の
た
い

ダ
ム
は
必
要
。
渇
水
期
に
，

が
減
る
川
の
流
量
も
適
正
一

な
る
」
と
建
設
を
推
進
．

だ
が
、
反
対
派
は

「
貯
，

量
が
少
な
く
、
治
水
効
果
一

「」
く
わ
ず
か
。
た
め
た
水
一

渇
水
期
に
十
分
な
流
量
を
一

保
す
る
と
い

っ
て
も
、
水
一

が
悪

く
な

っ
て
は
本
末
一

倒
」
と
主
張
す
る
。

そ
し
て
、
農
業
を
営
む
一

州
さ
ん
は

「
減
反
で
水
田
一

減
り
、
水
は
足
り
て
い
る
＾

そ
れ
に
、
こ
の
地
域
は
千
一

つ
よ
り
冷
害
が
深
刻
。
〓
甲

ら

『
日
照
り
に
不
作
な
し

な
ん
で
す
」
と
語

っ
た
。

■ ■
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「 八ッ場ダム建設事業に関する1都5県知事共同声明」の

事実認識の誤り:こついて

東京都 、埼玉、千葉、茨城 、 1ヽ′秀木、群馬 県の 1都 5県の知事は 10月 19日

に、 「人 ッ場 ダム建設事業に関す る 1都 5県知事共同声明」を発表 しました。

その内容は、 「八ッ場 ダムは利根川の治水・利水上必要不可欠な施設 であるの

で、人 ッ場 ダム建設事業中止の撤回」を国に求めた ものです。

しか し、 この声明で示 された人 ッ場 ダムが必要だ とす る治水・利水上の論拠

はいずれ も事実を誤認 した ものばか りです。今回の声明で逆に、 アヽッ場ダム建

設事業を継続す ることの科学的な根拠が如何に希薄であるかが明 らかにな りま

1  ‐キ_
し́ メ_.

妻日事共同声明の事実認識の主な誤 りは別紙の とお りです。

人 ッ場あ したの会

八 ッ場 ダムをス トッフ
‐
させ る群 鳴、埼玉、

:千
葉、茨城、東

「

:つ 会

ムダなダムをス |ヽ ップ させ る栃本の会
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「 八ッ場ダム建設事業に関する1都5県知事共同声

明」の事実認識の誤り

1 利根川の河川改修を長年進めてきたにもかかわらず、カスリーン台風と同

規模の洪水の来襲で被害が大きく拡大するという不可解な話。

知事共同声明

現時点でカスリーン台風と同規模の洪水が発生 した場合には利根川の至る所

で堤防が決壊する可能性があり、国土交通省の試算によれば、カス リーン台風

時と同様に埼玉県大利根町で利根川の堤防が決壊 した場合の想定被害額は 34

兆円にも達する。

共同声明の誤り

共同声明の参考資料には図 1が示されている。それによれば、カスリーン台

風による当時の氾濫面積は440km2で 、同規模の洪水が発生 した場合は氾

濫面積が 530km2に 拡大 し、想定被害額が 34兆 円に達するとい うのであ

る.

しか し、この話は少 し考えれば不可解な話である。昭和 22年のカス リーン

台風来襲のあと、同じような被害を繰 り返 さないために、利根川では堤防嵩上

げや河床掘削などの河川改修が延々と行われてきた。それにもかかわらず、同

規模の洪水が来ると、氾濫面積がむ しろ拡大 して しま うとい うのである。昭和

22年のあと、延々と行われてきた河川改修の成果はどこにいってしまったの

か。氾濫面積がむ しろ拡大するとい うことは、河川改修の成果がゼロどころか

む しろマイナスであることを意味する。

なぜそのように不可解な計算結果になるかといえば、それは、氾濫 しやすい

条件を設定 して計算をしたからに他ならない。現実と遊離 した机上の計算の結

果に過ぎないのである。

図1は国交省が計算 して作成 したものだが、国交省の役人は利根川の氾濫を

防ぐために河川改修に力を注いできた先輩たちの苦労をどう思っているのだろ

うか。先輩たちの長年の苦労を否定するような計算結果を示 し、知事たちがそ

れを疑 うことなく、真に受けているのである。

カス リーン台風の実績のピーク流量は公称毎秒 17000m3と され、同台

風が現在再来 した場合のピーク流量は国交省によれば、毎秒 16750m3で

あるから (上流部での氾濫 とダムの洪水調節があるから毎秒 22o00m3で

はなく、 16750m3に なると国交省が説明)、 ほぼ同じ流量である。利根

30



川の河川改修を長年進めてきたのに、ほぼ同じ流量で決壊 して氾濫面積が大き

く拡大することはありえないことである。

図2 利根川 =八斗島一栗橋の洪水痕跡最高水位 (平成 10年 9月 16日 洪オ
m(標 高

160
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図1 利根川堤防の決壊による被害想定 (共同声明の参考資料)
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実際に、国交省が決壊箇所 としている (河 口から)1 3 6 knl地 点について

最近 50年間で最大洪水である平成 10年 9月 洪水の最高痕跡水位をみると、

図2の とお り、堤防の天端から約 4mも 下にあるから、それから考えても、カ

ス リーン台風の再来で決壊するようなことはありえないことである。決壊はあ

くまで国交省の机上の計算によるものなのである。

2 利根川堤防の漏水は堤防の補強で防止すべきことであって、八ッ場ダムに

その防止効果を期待するのは非科学的である。

知事共同声明

カスリーン台風ほどの大規模な洪水ではない近年の洪水においても、利根川

の堤防や堤防下の地盤からの漏水が至る所で発生 している。幸いにも水防団に

よる懸会の水防活動により事なきを得ているが、これ らの漏水はそのまま放置

すれば堤「万決壊につながる可能性がある非常に危険な現象である。

共同声明の誤り

千ll根 |IF)堤防や堤防下の地盤からの漏水の発生は堤防が決壊する兆候でもあ

るので、薫急十二その対策を講 じなければならないことは言 うまでもない。 しか

し、そFlま 堤防とその地盤を補強 して対応すべきことであって、八ッ場ダムに

堤防 |′需
=く

,町上を期待するのは筋違いであり、非科学的である。

図31ま平支 ]13年 9月 洪水において堤防の漏水が問題になった加須市付近の

利根川横断図つ填式図である。この洪水で人 ッ場ダムがあった場合の人斗島地

点での最高水位の低下を入ッ場ダム予定地近傍の岩島地点の観測流量から計算

すると、最大で見て 1 0 cln程 度である。カロ須市付近の同洪水の最高水位は同

図のとお り、堤内地 (堤防の外側)の地盤高から約 4mの高さにある.漏水量

は洪水位 と堤内地盤高の差に比例すると考えられるから、人ッ場ダムによる水

位低下を加須市付近でも 1 0cmと すれば、それによる漏水減少率は 0.10m
÷4m=3%に 過ぎない。そのわずかな漏水の減少を期待 して何の意味がある

のだろうか。知事たちは、堤防からの漏水を防ぐために堤防を補強することを

なぜ、真っ先に考えないのであろうか。

知事たちが都県民の生命 と財産を守るために、洪水の氾濫を防ぐことを真剣

に考えているならば、堤防の補強対策の早急な実施を国に求めるところである
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左岸
(群 馬県板倉 右岸

(埼 玉県加須市〕

平成13年 9月 洪水の
最高水位
20.7nn

漏水

堤内地盤高

16.9m

図3利 根川横断図の模式図 (河 口距離 140km付 近 )

が、それをせ ずに、筋違いの人ッ場ダムの完成を求めるのは、知事たちが都県

民の生命 と財産を守ることにさほどの重きをおいていないことを示 しているこ

3 暫定水利権は長年取水し続けているもので、実質は安定水利権と変わらな

いものであるから、国交省の水利権許可制度の改善で解消することができる。

知事共同声明

利水に目を転 じてみると、関係都県では、水需要に対 し、完成 しているダム

等のみでは安定的に供給できないため、人ッ場ダムに参画することを条件に、

毎秒 10.93立 方メー トルの暫定水利権を既に取得 じ給水 しているこ

暫定水利権は、河川に水が豊富なときにのみ取水が可能 となる不安定な権利

である。

共同声明の誤り

人ッ場ダムの暫定水利権といっても、実質は安定水利権 と変わることなく、

長年取水 し続けているものである。例えば、埼玉県水道が持つ人ッ場ダムの暫

定水利権は表 1の とお り、古いものは 37年間も取水 し続けている。その間、

取水に支障を来たしことがない。

人ッ場 ダムの暫定水利権は、八ッ場ダムがなくても取水 し続けることが可能

なのであるから、安定水利権 として認めればよいのだが、利根川の水利権許可
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権者は国交省で、人ッ場ダム建設の事業者 も同じ国交省であるc国交省は、水

利権許可権をダム事業推進の手段に使っていると言っても過言ではない。暫定

水利権の問題は、実態に合わない非合理的な水利権許可行政を改めれば解消さ

れることである。

表1 埼玉県水道の暫定水利権
(農 業用水転用水利権の冬期取水が暫定水利権とされている。)

農業用水合理化事業
水利権

(万rn3/日 )
完成年 取水実績

農水合理化一次 18.1 1972年 37年

農水合理化二次 13.2 1e87+ 22年

埼玉合口二期 31 1995年 14年

利根中央事業 24.8 2002年 7年

計 87.1

冬期は暫定水利権と
されているが、長年
の取水実績があっ
て、取水に支障をき
たしたことがない。

4 首都圏は最近は水余りの状況を反映して渇水の影響を受けにくくなつてい

るし、平成8年の渇水も生活への影響は小さなものであつた。

知事共同声明

実際、首都圏の水需要の大部分を依存 している利根川水系では、平成に入っ

て以降において 6回 もの渇水に見舞われ、中でも平成 8年には夏冬合わせて 1

17日 もの長期の取水制限が実施 されている。

共同声明の誤リ

利根川水系では平成に入ってから6回 もの渇水に見舞われたとい うけれ ど

も、給水制限は給水圧の調整にとどまり、断水にはほとんど至っていないから、

生活への影響は小 さなものであった。最も最近の渇水である平成 13年渇水は

取水制限が実質わずか 5日 間で終ってお り、利根川水系では最近十数年間は渇

水 らしい渇水を経験 したことがない。

さらに、最近は水需要の減少 と水源開発の進捗で、各都県とも水余 りの状況

になってきているから、渇水があってもその影響を受けにくくなってきてい

る。たとえば、東京都水道は保有水源を正 しく評価すれば、図4の とお り、現

在、約 200万 m3の余裕水源を抱えているから、八ッ場ダムによつて新たな

水源を確保する必要性は皆無 となっている。
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万m3/日 図4 東京都水道の保有水源と一日最大給水量の推
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5 夏期の渇水時における八ッ場ダムの役割は小さく、また、平成8年渇水で

八ッ場ダムがあれば、取水制限日数を100日短縮できたという話:ま現実を無

視した架空の計算によるものに過ぎない。

知事共同声明

(平成 8年の取水制限において)仮にその時に人 ッ場ダムが完成 していた と

すれば、取水制限 口数を 100目 減少させることができる。

共同声明の誤り

渇水が起きることがあるのはほとんど夏期である。夏期において人ッ場 ダム

は洪水調節のため、水位を大きく下げるので、利水容量が 250()万 m3し か

ないcこれは利根川水系にある 11基の既設ダムの夏期利水容量約 4億 5千万

m3に対 して約 5%に しかならず、人 ッ場ダムができても、渇水に対する利根

川の状態がさほど変わるわけではない。

平成 8年渇水において人 ッ場 ダムがあれば、取水制限 日数を 100日 短縮で

きたという計算結果を国交省は示 しているけれ ども、その計算根拠資料を情報

公開請求で入手 したところ、次に述べるように現実を無視 した架空の計算によ

るものであることが明らかになった。

① 八ッ場ダムを渇水対策専用ダムに変更
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利水に関しては東京都水道や埼玉県水道などの水利権を開発するとい う目

的は放棄 して、人ッ場ダムを専ら渇水対策専用ダムに使 うことにしてお り、

ダムの目的を大きく変更している。

② ノヽッ場ダムの貯水量が取水制限前までは常に満水という仮定

取水制限に入るまでは人ッ場ダムの貯水量が満水に維持 されるとい う仮定

をおいて計算 している。実際のダムの貯水量は雨の降 り方によって増減を繰

り返す ものであるにもかかわらず、人ッ場ダムの貯水量は取水制限前までは

常に満水に維持 されている。

③ 各ダムの貯水量を合算で計算(八ッ場ダムで補給できない地点も八ッ場

ダムで補給することに)

ダムの運用計算は各ダムごとに行うべきであるにもかかわらず、人ッ場ダ

ムを含めて利根川水系ダムの貯水量を合算して計算しているため、人ッ場ダ

ムで補給できない地点 (た とえば利根川上流の岩本地点)ま で人ッ場ダムか

ら精給することになるという現実無視の計算になっている。

以上√)と お り、この計算は国交省が人ッ場ダムの有効性を示すために形振

「)か まわず、現実を無視 して行ったものに過ぎない。

以上述べたとおり、「 1都5県知事共同声明」が八ッ場ダムの建設を求める

議拠は事実認識の誤りによるものであつて、八ッ場ダムは治水・ 利水の両面で

必要性が失われている。

人ッ場ダムの不要性を繰り返せば、

i 剰根川に対する人ッ場ダムの治水効果は小さく、一方、利根川は河川改修

の積み重ねにより、ほとんどのところは大きな洪水を流下できる能力をすでに

有しているので、八ッ場ダムのわずかな治水効果は意味を持たなくなっている。

ii ただし、堤防の脆弱性の問題が残されているので、利根川の堤防の強化対

策を早急に実施する必要がある。

i:i 首都圏の都市用水の需要は最近はほぼ減少の一途を辿るようになっている。

一方で、ダム建設等の水源開発の進捗で各都県とも十分な保有水源を確保して

きているので、水余りの状況になってきており、新規水源を開発する必要性は

皆無となつている。

レ ノヽッ場ダムの暫定水利権は長年取水し続けているもので、実質は安定水利

権と変わらないものであるから、国交省の水利権許可制度の改善で解消するこ

とができる。

1都5県の知事は以上の事実を踏まえてt八ッ場ダムについて合理的な判

断を行うべきである。
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II共通課題

政権交代を背景に「ムダなダム徹底見直し」実現ヘ

=前原国土交通大臣に要請すること=

計画中口工事中のダム事業を中止させるための提案

1ページからの「=前原国土交通大臣に要請すること=」 を参照してください。

III 水源連活動

1,運動の拡大 口強化

① 各地の運動との連携強化

② 会員拡大

0 機関紙発行 (年 4回発行。発行部数増えている]会員
=l〔

|■ L有効 |

0 水源連バンフレッ |ヽ
「ダムは要らない」(頒価 1∞ 円 _11舌

=
0 海外との連携 (水源連は RWESA― JAPAN Iこ tr、 _て .ヽ ろ= 日本でダム建設が難しくな

ると、公害輸出と同じく、海外へのダム輸出1:進 む= ■二輸出を対象とした取り組み)

―う RWESA― Jの意見交換会を企画十ろ]

⑥ ホームページの充実

2 今年度の役員体制 〔案〕

顧間

共同代表

会計

会計監査

矢山有 IF

嶋津暉之

和波一夫

大本一俊

藤田 恵

遠藤保男 (事務局長兼務)

(弁護士) 新設
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参考資料 :l 計画中 。工事中のダムを中止させるための課題  P.4

2 ダムによらない治水対策技術の確立

(1)洪 水 をできるだ け河道で処理す るための見直 し

A.正 しい流下能力の計算方法の確立

今までは河道の流下能力が過小評価されることが多かったので、実績洪水のデータに合

わせて、河道流下能力を正しく計算する方法を確立する。

B.耐 越水堤防の技術の確立

円山川等で実施 されている耐越水堤防の技術を確 tする。必ず しも完全な耐越水堤「
=ぞ

求めるのではなく、現実の河川予算で実施できる範囲のものを選択する。

耐越水堤防の技術が確立されれば、計画高水位で|ま なく、堤防天端までの洪水位のキ竃下

が可能となり、流下能力を大幅に増やすことができるこ

さらに、堤防を超える洪水に対 しても一定の安全度を確保することが可能となる.^

(2)ダ ムによらないその他の治水対策技術の検討
遊水地、霞堤など、その他の治水対策技術を検討する。

3 当該ダムの地域において徹底 した議論が行える場の設定

当該ダムの地域でダム事業者側とダム見直し側が公開の場でダム事業の是非について徹底

した議論が行えるようにする[

参考になるのは淀川水系流域委員会と川辺川ダムの住民討論集会である。

(1)

①

②

③

④

淀川水 系流域 委 員会方式

流域委員会の委員  : 一般からの一部公募も行った上で、有識者からなる準備会議が

審議 して決定 (第 一次、二次委員会まで)´∪

流域委員会の運営  :委員が自主的に決定 し、事務局は民間シンクタンクが担当

公開性      :会 議、会議資料、議事録等はすべて公開

一般住民の意見  :一 般住民からも意見書が提出され、会議では傍聴席からも意見を

述べる時間がとられた。

(2)川辺川ダム住民討論集会方式

① 登壇者 :ダム事業者側とダム見直し側からそれぞれ数人登壇して、討論を行った。

② コーディネーター :熊本県の理事がつとめた。

③ 公開性 :討論の場、集会の資料などはすべて公開

④ 一般住民の意見 :会場からも意見が言う場が設けられた。
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緊急ニュース

前原誠司国土交通相は 11月 20日 の記者会見で、見直 しを表明している全国 143のダム事業につ

いて、継続が妥当かどうかをあらためて検証する有識者会議を設置すると発表 しました。来月 3日 に初

会合を開くことにしています。

その発言内容を国土交通省のホームページから引用 します。

2つ 日でございますけれども、就任以来出来るだけダムに頼らない河川整備をとい うことを申し

上げて参 りまして、 143の ダム事業を見直していくとい うことを申し上げて参 りましたけれ ど

も、その基本的な考え方、見直しをするための専門家会議の構成が決まりましたので皆様方に発表

させて頂きたいと思っております。

概要につきましては皆様方のお手元に配布をしたペーパーに書いてございますけど、9名 の専門

家の方々で構成をさせて頂きまして座長には京都大学名誉教授の中川博次先生にお願いをしよう

と考えてお ります。

皆様方にお配 りをしているお手元のベーパーにも書かせて頂いておりますけど、主な検討事項と

い うのは幅広い治水対策案の立案手法、新たな評価軸の検討、総合的な評価の考え方の整理、今後

の治水理念の構築ということで、今までの河川整備の根本的な考え方を見直して頂こうと考えてお

ります。

その配布資料 (別紙添付)に記載されている委員名簿には、大臣が発言にある「出来るだけダムに頼

らない河川整備」を目指すことを目的に、広い分野からの専門家が選任 されています。

しかし、これら9人の委員に関し

た情報を収集したところ、これまで

のダム依存行政を進めた国土交通

省 コ前身の建設省に深く関わつてき

た人、国土交通省からダム関連の仕

事を受注している財団の理事を務め

ている人などが多数含まれているこ

とがわかりました (別紙添付)。

これではとても中立な構成とは言

えず、「出来るだけダムに頼らない河

川整備」が進むべくもありません。

あわせて配布された資料には、「12

月 3日 の第 1回会議 傍聴不可」と

記されています。「傍聴不可」とはま

つたくの逆行です。

水源連としてこの問題解決を緊急

課題としてとらえ、各方面に働きか

けていきます。
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立
）

な
方
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
」

と
述
べ
た
。

有
識
者
会
議
は
個
別
の
ダ
ム
事

業
を
再
検
証
す
る
た
め
の
評
価
基

準
や
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ム
に
代
わ
る
治
水
対
策
の

立
案
手
法
を
来
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ま
で
に
提
示
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八
ツ
場
ダ

ム

（
群
馬
県

）
を
含

め
、
再
検
証
の
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象
と
さ
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た
個

別
の
ダ
ム
事
業
に
あ
て
は
め
、
最

終
的
に
中
止
す
る
か
、
継
続
す
る

か
を
決
め
る
。

地
元
の
知
事
の
判
断
を
尊
重
す

る
と
し

て
き
た
８７
カ
所
の
道
府

治
水
見
直
し
へ
委
員
選
任

国
交
相

一
県
が
進
め
る
補
助
ダ
ム
に

つ
い

一
て
、
前
原
国
交
相
は

「
新
し
い

一
考
え
方
が
定
ま
れ
ば
、
ぜ
ひ
こ
の

考
え
方
を
検
討
、
採
用
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
し
、
来
夏
以
降
、
見

直
し
を
求
め
る
可
能
性

に
触

れ

た
。座

長
以
外
の
委
員
は
次

の
通

り
。宇

野
尚
雄
岐
阜
大
名
誉
教
授

（
地
盤
工
学
）
Ｔ
三
本
木
健
治
明

海
大
名
誉
教
授

（
行
政
法
）
Ｔ
鈴

木
雅

一
東
大
大
学
院
教
授

（
森
林

科
学
）
Ｔ
田
中
淳
東
大
総
合
防
災

情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
長

（災
書
心

理
学
）
Ｔ
辻
本
哲
郎
名
大
大
学
院

教
授

（
河
川
工
学

）
Ｔ
道
上
正
規

鳥
取
大
名
誉
教
授

（
土
砂
水
理

学
）
▼
森
田
朗
東
大
公
共
政
策
大

学
院
教
授

（
公
共
政
策
）
Ｔ
山
田

正
中
央
大
教
授

（水
工
学
）



平成 21年 11月 20母  国土交通省発表

F今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」について

1.趣旨
「できるだけダム :二 要らない治水」への政策転換を勧めるとの考えに基づき、  今後の治水対策につ

いて(乃検討を行 う際 |こ 必要となる、幅広い治水対策案の 立案手法、新たな評価軸及び総合的な評価

の考え方等を検討すると共に、  更にこれらを踏まえて今後の治水理念を構築し、提言する。

2.主な検討課題

(1)幅広い治水対策の立案手法

(2)新たな評価軸の検討

(3)総合的な評価の考え方の整理

(4)今後の治水理念の構築

3.番 目

号11紙の通 り3なお、座長は、必要があると認めるときは、委員以外の ものに対 し、 会議 :こ 聾鷺 し

てその件を述べる又は説明を行 うことを求めることができる。

4.第 1国会議

日 時  12月 3ヨ 〔木] 18:00-20100 (予定)

場 所 中央合 1司 庁舎 3号館 10階共用 B会議室

その他 _会議については傍聴不可、カメラ撮 りは冒頭のみ とします。

_会議後、会議の模様を説明 します (会見)

_議事要舌を、後 日、小~ムベー~ジ 上 で公開します。

5.ス クジュール

平成 21年秋   有識者会議発足

平成 22年夏頃  有識者会議中間取 りまとめ (上記 2.(1)― (3))

引き続き、有識者会議で討議

平成 23年夏頃  有識者会議掃言

<問い合わせ >
河 jli局  河川計画課 河川計画調整室長  泊 (と ま り) 宏

代表  03(5253)8111 内線  353Cl
直 i:邑_  03(5253追 曇

(別紙)

「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」委員

平野 尚雄  岐阜大学名誉教授

三本木 健治 明海大学名誉教授

鈴木 雅一  東京大学大学院農学生命科学研究所教授

剛中 淳   東京大学大学院情報学環

総合防災情報研究センター長・教授

辻本哲郎   名古屋大学大学院工学研究科教授

◎幸′:|1 博次   京都大学名誉教授

道上 正規 (規 :正 しく|ま矢偏に見の文字)鳥取大学名誉教授

森田 朗   東京大学公共政策大学院教授

山田 正   中央大学理工学部教授

◎ :座長 (予定)

(敬暮略、五十音順)

水源連付記 :記者会見後の質問に対して前原大臣は「ダム絶対反対派とダム絶対推進派は除外した」

と理答しています3
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